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日
本
経
済
は
失
業
率
が
高
水
準
で
推
移
す
る

と
と
も
に
、
デ
フ
レ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
な

ど
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
政
府
に

よ
る
緊
急
経
済
対
策
や
緊
急
雇
用
対
策
に
よ
る

効
果
が
見
込
ま
れ
、
景
気
は
緩
や
か
に
回
復
し

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
方
財
政
に
つ
い
て
は
、
「
地
域
主
権
改

革
」
の
第
一
歩
と
し
て
、
地
方
の
自
主
財
源
の

充
実
・
強
化
を
図
る
た
め
、
地
方
交
付
税
が

1.1
兆
円
増
額
さ
れ
ま
す
が
、
一
方
で
、
景
気
低

迷
の
影
響
に
よ
り
、
地
方
税
収
は
大
幅
な
減
収

が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
厳
し
い
財
政
環
境
で
あ

る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
編
成
さ
れ
た
本
市
の

平
成
22
年
度
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続

き
財
政
健
全
化
を
市
政
運
営
の
最
重
要
課
題
に

掲
げ
、
元
気
な
行
田
、
安
心
・
安
全
な
行
田
、

新
し
い
行
田
を
つ
く
る
た
め
、
真
に
必
要
な
事

業
に
予
算
を
重
点
配
分
い
た
し
ま
し
た
。

　

厳
し
い
財
政
環
境
が
続
く
中
、
地
方
自
治
体

は
、
身
の
丈
に
合
っ
た
事
業
を
推
進
し
、
将
来

に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
の
構
築

を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
市
と

い
た
し
ま
し
て
も
、
市
の
将
来
像
で
あ
る
「
水

と
緑　

個
性
あ
ふ
れ
る
文
化
都
市
」
の
実
現
を

目
指
し
て
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
22
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
り

行
田
市
長

　

工 

藤　

正 

司

歳 入
24,140,000
（単位：千円）

市税
10,276,986
（42.6%）

地方交付税
3,770,000
（15.6%）

国庫支出金
2,941,891
（12.2%）

市債
2,439,700
（10.1%）

その他
1,598,618
  （6.6%）県支出金

1,454,851
（6.0%）

繰越金
450,000
（1.9%）

諸収入
497,954
（2.1%）

地方消費税
交付金
710,000
（2.9%）

歳 出
24,140,000
（単位：千円）

民生費
8,335,438
（34.5%）

土木費
3,217,750
（13.3%）

教育費
3,147,750
（13.0%）

総務費
3,084,335
（12.8%）

その他
330,232
（1.4%）

農業費
396,196
（1.6%）

商工費
333,972
（1.4%）

消防費
1,073,292
（4.5%）
衛生費
1,564,459
（6.5%）

公債費
2,656,576
（11.0%）
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　市税収入は、景気低迷により個人所得や企業収益が引き続き低調に推移することが見込まれることから、前年度比では、
6.1％、額にして6億6,373万3千円の大幅減となりました。
　地方交付税は、地方の自主財源の充実・強化を図るための措置として1.1兆円の増額措置が講じられたことなどから、前
年度比、10.9％、3億7,000万円の増となりました。
  市債は、事業を厳選し、新規の借り入れを抑制することを原則として措置しました。発行総額は、前年度と比べて3億
5,840万円増の24億3,970万円となりましたが、これは、地方財政の財源不足が過去最大規模に拡大したことに対する国
の財政対策として、普通交付税の振替分である臨時財政対策債が、前年度比、45.1％、額にして5億2,800万円の増となっ
たことが要因となっています。その結果、臨時財政対策債は、市債全体の約７割を占める17億円の計上となりました。
　繰入金では、財源不足を補うため、財政調整基金から2億3,000万
円の取り崩しを行いますが、将来的な財政運営の観点から、前年度比で
7,000万円の減とし、取り崩しを最小限に抑えました。　

　厳しい財政環境が続く中、引き続き行財政改革に取り組むとともに、
収入の範囲内における市政運営を基本として、限られた財源の有効活用
に努めました。
　また、新たな試みとして、予算を全くかけずに官民協働で、広告掲載
による市民便利帳の作成を行うとともに、学童保育室入室待機児童対策
として、ファミリー・サポート・センターの会員間による送迎支援を活
用した学童保育室送迎支援事業を実施するなど、創意工夫ある取り組み
を実施していきます。
　歳出の中で最も多いのは、民生費の83億3,543万8千円で、全体の
34.5％と約３分の１を占めています。前年度比では、19.9％、13億
8,372万4千円の増となっていますが、子ども手当の創設による影響が
最も大きい増加要因となっています。子ども医療費支給事業をはじめと
する子育て支援対策や高齢者福祉、障害者福祉対策などに予算の重点配
分を行っています。
　２番目は、土木費の32億1,775万円で、全体の13.3％を占めてい
ます。前年度比では、3.0％減となっていますが、古代蓮の里通線と川
里工業団地を結ぶ工業団地通線街路事業の完了などにより事業費が減少
しています。生活道路整備事業や排水路等整備事業、公園維持管理事業
などが主な事業となります。
　続いて、教育費の31億4,775万円で、全体の13.0％を占めていま
す。少人数学級編制事業や小・中学校施設整備事業、地域公民館整備事
業などが措置されています。
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　一般会計の予算規模は、前年度比5.9％、額にして13億4,000万円の増となりました。これは、子ども手当
の創設により予算規模が大幅に拡大したことが、主な増加要因となっています。

歳入・歳出のポイント歳入・歳出のポイント

歳 入
24,140,000
（単位：千円）
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8,335,438
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3,217,750
（13.3%）

教育費
3,147,750
（13.0%）
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1,073,292
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（11.0%）

歳　　入

歳　　出

会計別の当初予算額
会　　計　　名 平成 22 年度 平成 21 年度 増減額 増減率（％）

一　般　会　計 24,140,000 22,800,000 1,340,000 5.9

特

別

会

計

国　　　　　　保 8,632,090 8,522,769 109,321 1.3

下　　水　　道 2,189,766 3,026,789 △ 837,023 △ 27.7

交 通 災 害 共 済 24,870 24,281 589 2.4

老　人　保　健 3,500 14,283 △ 10,783 △ 75.5

長野土地区画整理 ー 124,608 △ 124,608 皆減

介　護　保　険 4,585,411 4,486,955 98,456 2.2

南河原地区簡易水道 132,518 133,087 △ 569 △ 0.4

後期高齢者医療 669,057 669,175 △ 118 △ 0.0

小　　　　　　計 16,237,212 17,001,947 △ 764,735 △ 4.5

公営企業会計（上水道） 2,548,008 2,618,544 △ 70,536 △ 2.7

合　　　　　　計 42,925,220 42,420,491 504,729 1.2

（単位：千円）
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☆印は新規事業

　快適で住みよいまちをつくる

○生活道路整備事業　290,000千円
　市内各所における生活に密着した道路の改良や舗
装、側溝整備などを行います。

○排水路等整備事業　182,052千円
　市内各所の排水路改良工事や緑町地区出水対策事
業などを行います。

○公園維持管理事業　127,772千円
　各所公園の整備工事、管理や清掃などの公園管理
業務などを行います。

○快適な公園トイレ改修事業　29,547千円
　市内３カ所の公園のトイレ水洗化に加え、水城公
園・総合公園・古代蓮の里のトイレを洋式化しま
す。

☆住宅用太陽光発電システム設置補助事業
　8,000千円
　自然エネルギーの有効活用と地球環境への負荷の
軽減を図るため、住宅用太陽光発電システムの設
置者に対する補助を行います。

○森づくり環境再生事業　5,000千円
　自然環境の保全の重要性を次世代に伝えるため、親
子による植樹祭を行うとともに、新たに森づくりシ
ンポジウムを開催します。

☆切所沼護岸改修事業　12,800千円
　護岸を改修して利用者の安全性を確保するととも
に、併せて釣台を増設し環境を改善します。

○消防施設整備事業　174,602千円
　消防緊急通信指令設備の更新・改築工事や消防団庁
舎の整備、消防ポンプ自動車や高規格救急自動車の
更新などを行います。

　健康で幸せなまちをつくる

☆安心生活創造事業（地域安心ふれあい事業）
　10,500千円
　高齢者などが地域で安心して暮らせるよう、見守
りや買い物支援などの支え合いの体制づくりを行
います。

☆生活・介護支援サポーター養成事業　1,500千円
　高齢者などに対し、日常生活における身の回りの
支援を行うため、いきいき・元気サポーターを養
成します。

☆障害者就労支援事業　1,837千円
　障害者の就労に関する相談業務などを行う「障害
者就労支援センター」を加須市、羽生市と共同で
設置します。

☆子ども手当支給事業　1,560,000千円
　中学校修了前までの子どもを対象に、一人につき月
額13,000円を支給します。

○子ども医療費支給事業　197,000千円
　中学校就学前までの通院費用と中学校卒業までの入
院費用を助成します。

○放課後児童対策事業　102,100千円
　学童保育室の運営に加え、ファミリー・サポート・
センターの会員間による送迎支援を活用した学童保
育室送迎支援事業などを行います。

☆健康増進計画・食育推進計画策定事業　5,658千円
　健康増進法および食育基本法に基づき、健康なまち
づくりを推進するための基本計画を策定します。

☆肺炎球菌ワクチン接種助成事業　3,250千円
　高齢者の方を対象として、重症化しやすい肺炎の予
防に効果のある肺炎球菌ワクチンの接種費用に対す
る補助を行います。

☆女性特有のがん検診事業　18,426千円
　一定年齢の方を対象として、女性特有のがん検診
（子宮頸がん検診および乳がん検診）の公費負担を
行います。

いきいき・元気サポーターによる高齢者などに対する身の回りの支援

昨年度に行った親子植樹祭の様子
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　個性を伸ばす教育と文化を育てるまちをつくる

○少人数学級編制事業　129,596千円
　24人の市費負担教職員を採用し、小学1年生から

3年生までおよび中学校全学年を対象として少人
数学級編制を行います。

○小学校英語活動推進事業（「元気なぎょうだ」の
びのび英語活動事業）　5,937千円

　本市独自のカリキュラムを基に全小学校で工夫し
た教材などを使用した英語活動を行います。

☆産業文化会館設備改修事業　42,448千円
　産業文化会館ホールの音響設備および吊り天井の

改修工事を行います。

☆埋蔵文化財センター整備事業　8,172千円
　既存施設である史料館を埋蔵文化財センターとし

て整備を行います。

○地域公民館整備事業　27,400千円
　太田公民館耐震補強等工事および北河原公民館物

置新築工事などを行います。

○寺子屋事業（未来の行田を担う子ども育成事業）　
6,000千円

　お年寄りや地域の方々の知恵や経験を生かして、地
域の良さや日本の伝統・文化を子供たちに伝えるな
ど、特色ある教育活動を行います。

○小・中学校施設整備事業　328,384千円
　泉小学校および荒木小学校の屋内運動場耐震補強等

工事、太田東小学校および西小学校の校舎外部改修
工事などのほか、全小・中学校の特別教室に扇風機
を設置します。

児童・生徒が日本の伝統や文化を学ぶ寺子屋事業

　産業を振興し、豊かなまちをつくる

○地産地消推進事業　1,010千円
　行田在来青大豆の普及、行田産米を使用する飲食

店に対するのぼり旗の作成、軽トラ朝市の開催な
どにより、地元で生産されるものを地元で消費し
ようとする体制を整備します。

☆行田産米ブランド化支援事業　600千円
　生産者と販売・流通業者などの連携を図り、行田

産米のブランド化を目指します。

☆水辺再生事業（土地改良事業）　55,170千円
　県の水辺再生事業を活用して、親水機能として遊

歩道を併設した農業用排水路の整備を行います。

☆「のぼうの城」観光客誘致推進事業  75,561千円
　平成22年夏に製作が開始される映画「のぼうの

城」を活用し、ロケ支援やPR活動などにより観
光客誘致の推進を図ります。

☆体験型観光スポット運営委託事業　11,617千円
　元足袋商店を利用し、藍染体験ができる体験型観光

スポットの運営業務を委託します。

○田んぼアート米づくり体験事
業　3,510千円

　県産米「彩のかがやき」およ
び「古代米」を利用して、の
ぼうの城と一般公募の２つの
図柄を1.3ヘクタールの田に
描く田んぼアート米づくり体
験事業を行います。

○行田ブランドPR事業　3,076千円
　B級グルメ大会の開催やフライ・ゼリーフライマッ

プの作成など、全国に向けてフライ・ゼリーフライ
をPRします。

☆緊急特別措置住宅手当支給事業　6,468千円
　就労能力および就労意欲のある離職者のうち、住宅

を喪失している方などを対象として一定期間住宅手
当を支給します。

　心ふれあうまちをつくる

☆行田マイスター制度創設事業　1,200千円
　ものつくり大学と連携し、行田市独自のマイス

ター制度を創設するために調査・研究を行いま
す。

○総合振興計画策定事業　7,248千円
　平成23年度から平成32年度までのまちづくりの

指針となる第5次総合振興計画を策定します。

☆市民便利帳作成事業（ゼロ予算事業）
　官民協働事業として、民間業者が市民便利帳の印刷

を行い、市が広告掲載事業者の仲介および配布を行
うことにより、予算をかけずに市民便利帳の作成を
行います。

☆地域活性化事業　1,150千円
　地域活性化を図るための地域の自発的な取り組みに

対する補助を行うとともに、地域活性化推進委員会
を設置し、提案された地域活性化案の審査や地域活
性化に向けた取り組みを検討します。

▶問い合わせ　財政課財政担当（内線326）

昨年の田んぼアート
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　小説「のぼうの城」映
画化の決定に伴い、この
たび、映画化に関係する
市内の団体などを中心と
した、小説「のぼうの
城」映画制作推進協議会
を設置しました。
　今年の夏にクランクイ
ンが決まった今回の映
画化は、行田市を全国にアピールする絶好のチャンスであり、市の
イメージアップやまちの賑

にぎ

わいなど、さまざまな効果が期待されま
す。同協議会では、この機会を有効に活用し、映画制作への積極的
な協力や観光客の受け入れ体制の整備、商品開発などを行います。

▶問い合わせ　観光プロジェクト推進室（内線379）

小説「のぼうの城」映画制作推進協議会
を設置しました

　地球温暖化対策の一環として、住宅用太陽光発電シス
テムを設置する方に対し、補助金を交付します。

▶対　　象
・自ら居住する市内の住宅に電力を供給する目的で、

１ｋＷ以上の発電システムを設置する方
・市税の滞納がない方
・建築基準法、都市計画法などの違反のない方
・行田市住宅改修資金補助金の交付を受けていない

方
▶補助金額　１件10万円
▶申請方法　申請書に必要事項を記入のうえ４月１日

（木）～12月28日（火）に直接環境課 
※補助金制度の案内および申請書は同課で配布して

います。また、市ホームページからもダウンロー
ドできます。

▶そ の 他　必ず工事着工前に申請してください。また、
予算の範囲内での補助となりますので、予算額に達
した場合は受付期間中でも終了します。

▶問い合わせ　同課環境政策担当☎556－9530

住宅用太陽光発電システムの
設置に補助金を交付します

個人所有住宅の改修資金を補助します
　市内の施工業者を利用して個人所有住宅の改修工事を行っ
た場合、その工事費の一部を補助します。

▶申し込み・問い合わせ　商工観光課振興担当（内線384）

対象と
なる方

・市内在住の方
・改修工事を行う住宅の所有者で、かつ現在居住している方
・市税を完納している方
・市が実施する他の同様の補助金や助成金を受けていない方

対象と
なる工事

・住居部分に関する修繕、改装工事
・消費税を除く工事費が20万円以上の工事
・市内業者が行う工事
・平成23年3月31日までに終了する工事

補助金額 消費税を除く工事費の５％相当額（上限10万円）

必要書類

①申請書　②納税証明願　③住民票　④工事見積書（写）
⑤現場写真　⑥固定資産税課税明細書（写）またはそれに準
じるもの
※①②の様式は商工観光課で配布しています

その他

・必ず工事着工前に申請してください。（工事着工後または
　完了済みの方の補助はできませんのでご注意ください）
・制度の利用は住宅一棟につき1回限りです。
・予算の範囲内での補助となりますので、年度途中で終了
　する場合があります。

　厳しさを増す行財政運営を取り巻く環境を的
確に乗り切るためには、これまで以上に市民の
目線に立った行財政改革が求められています。
　女性の行財政改革審議官は、市の事務事業や
すべての行政サービスに対する見直しを市民の
視点から調査研究していただき、多角的な意見
をアドバイザーとして市長に提言していただく
ものです。

▶応募資格　市内在住・在勤または在学の方で
日本国籍を有する20歳以上の方。ただし、
市職員および市議会議員の応募はできません。

▶募集人数　１人
▶任　　期　２年
▶応募方法　行財政改革審議官に応募する旨、

住所、氏名、年齢、職業、電話番号を記入し
た書類（様式自由）を持参、郵送、Ｅメール
のいずれかの方法で企画政策課改革推進担当
へ提出してください。

 【郵送】〒361―8601行田市本丸2―5
 【Eメール】kikakuseisaku@city.gyoda.lg.jp
▶締め切り　４月21日(水)必着
▶選考方法　面談方式とします。日時は応募者

全員に通知します。
▶問い合わせ　同課改革推進担当（内線309）

女性の行財政改革審議官を
募集します

　市では、行田市に訪れる観光客を増やし、地域活性化につなげる
ため、小説「のぼうの城」の映画化に伴う施策や、B－1グランプ
リ（全国大会）および全国藩校サミットなどを所管する新たな組織
として、環境経済部内に観光プロジェクト推進室を設置しました。

▶問い合わせ　企画政策課政策担当（内線311）

新たに「観光プロジェクト推進室」を
設置しました
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　古代蓮会館のタワーから見下ろすと見事に広がる「田んぼ
アート」。今年は面積を約１．３ヘクタールと昨年の２倍に拡
大し、戦国時代の忍城を舞台にした時代小説「のぼうの城」
にちなんだ図案と、「忍城」を題材とした図案の２区画に分
け、田んぼをキャンバスに見立てて壮大な絵を描きます。
　そこで、この田んぼアートの田植えに参加していただける
方を募集します。

▶期　　日　６月６日（日）※雨天決行
▶場　　所　古代蓮の里東側の田んぼ
▶内　　容　午前中２時間程度の田植え
▶応募資格　どなたでも参加できます
▶定　　員　40０人（先着順）
▶参 加 費　高校生以上１,000円、中学生以下500円（昼食
　代・温泉入浴券代・保険代など）
▶そ の 他　参加者には収穫した米２kgを後日プレゼント
▶申し込み・問い合わせ　４月12日（月）から５月14日

(金）までに参加者の住所、氏名、年齢、性別、電話番号
を明記のうえ、電話、ＦＡＸ、Ｅメールのいずれかの方法
で、田んぼアート米づくり体験事業推進協議会事務局（農
政課内、内線386・387）ＦＡＸ556―4933　Eメール 
nosei@city.gyoda.lg.jp

田んぼアート田植え体験者を
募集します

 「市長のさわやか訪問」は、市民の目線に立った市
政を推進することを目的とした広聴活動の一つで、市
長自らが企業やサークル、各種団体などに出向き、皆
さんの生の声を直接お聞きするものです。
　平成21年度は、４月28日の医療法人葦の会石井ク
リニックへの訪問を皮切りに、企業、福祉施設、クラ
ブなど全８カ所を訪問し、それぞれの分野の最前線で
活躍している多くの皆さんと意見交換を行いました。
皆さんからいただいた忌憚のない意見や提言は、今後
の市政運営に生かしていきます。

「市長のさわやか訪問」で
多くの皆さんと意見交換を

しました

訪　問　日 訪　問　先

４月28日（火） 　（医）葦の会石井クリニック

５月28日（木） 　（株）十万石ふくさや

７月23日（木） 　木彫刻　しゃかりき堂

８月17日（月） 　横田酒造（株）

11月５日（木） 　（株）武蔵野物流

12月10日（木） 　（福）健翔会「麦の穂」

１月15日（金） 　（株）ショーワ

２月10日（水） 　県立進修館高校機械研究部

　市では、今後も多くの意見や提言などをお聞きする
ため、「市長のさわやか訪問」の訪問先を募集してい
ます。ぜひご応募ください。

▶応募資格　市内の企業、サークル、団体
▶申し込み・問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当 
（内線318）

固定資産の確認に 縦覧・閲覧ができます
　固定資産税の納税に先立ち、「縦覧帳簿の縦覧」や「固
定資産課税台帳の閲覧」によって、固定資産の内容を確認
することができます。

《縦覧帳簿の縦覧》
　土地または家屋に固定資産税が課税されている方は、縦
覧帳簿で市内の土地または家屋の価格を縦覧することがで
きます。
▶日　　時　４月１日（木）～５月31日（月）
　　　　　　（土曜日・祝日を除く）
　　　　　 【平日】午前８時30分～午後５時１５分
　　　　 　【日曜日】午前８時30分～正午
▶場　　所　税務課資産税担当（15番窓口）

《固定資産課税台帳の閲覧》
　固定資産税の納税義務者は、４月１日から平成22年度

課税台帳を閲覧し、所有する固定資産の課税内容を確認す
ることができます。
　また、借地および借家人も、賃借権などの目的である固
定資産に限って閲覧することができます。その際、賃貸借
契約書などの確認を必要としますので、詳しくは同課資産
税担当まで問い合わせください。

お　 願　 い
　税務課窓口では、縦覧および閲覧ができる方かど
うかを確認するため、運転免許証や健康保険証など
本人確認ができるものを提示していただいていま
す。ご協力をお願いします。

▶問い合わせ　同課資産税担当（内線233・234）　

昨年の田んぼアート田植え体験の様子
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　　　　　　   子どもスマイルネット

　子ども（原則18歳未満）にかかわるすべての悩みについて、
県民の方から電話相談を受け付けています。いじめ・体罰をは
じめとする子どもの権利にかかわる問題から子育ての悩みやし
つけなど、あらゆる相談に応じます。

▶受付時間　午前10時30分～午後6時（祝日・年末年始を除く）
▶電話番号　048―822―7007
▶そ の 他　子どもの権利侵害についての面接相談（予約制）も
　　　　　　行っています。
▶問い合わせ　埼玉県こども安全課（子どもの権利擁護委員会事務
　　　　　　局）☎048―834―8755

　ふくし総合窓口（９・10 番窓口）では、福祉・
保健に関する総合相談を行っています。「どこ
に相談したらよいかわからない」「いくつかの
課にまたがる相談を総合的に受けてほしい」な
ど、このような場合は「ふくし総合窓口」をご
利用ください。

▶問い合わせ　福祉課トータルサポート推進担 
　当（内線 279）

ご利用ください
ふくし総合窓口

ご相談く
ださい

　市では、日常生活上の不安の解消や課題の解決を図り、住みよい支えあいの地域社会をつくってい
く必要があるとの考えから、地域福祉計画を策定しました。
　地域福祉計画は、市民の皆さんの声を聴くプロセスを重視し、生活課題全般を対象としています。
また、地域の実情に応じた取り組みのきっかけとなる計画です。
　そこで、地域福祉の推進を図るため、講演会を開催します。　

▶日　　時　４月22日（木）午前10時～正午（受付は午前９時30分～９時50分）
▶場　　所 「みらい」文化ホール
▶内　　容 【講演１】住民参加による「近隣福祉」の創造～支え合う「行田方式」を目指して～　
　　　　　　　　　　 講師：梅本勝博さん（国立大学法人北陸先端科学技術大学院大学教授）
　　　　　 【講演２】ふれあい見守り活動を充実し 災害時も見逃さない住民の支え合いを目指して　
　　　　　　　　　　 講師：木原孝久さん（住民流福祉総合研究所所長）
　　　　　　※手話通訳あり
▶定　　員　500人（先着順）
▶入 場 料　無料
▶そ の 他　ひととき保育（2歳以上の未就学児）を希望される方は４月12日（月）までに、福祉課へ申し

込みください。
▶主　　催　行田市
▶共　　催　行田市社会福祉協議会
▶問い合わせ　同課トータルサポート推進担当（内線279）・社会福祉担当（内線267）、FAX554－6701

▶日　　時　４月22日（木）午後1時30分～４時（受付は午後１時～１時20分）
▶場　　所　中央公民館2階第1学習室（「みらい」内）
▶内　　容 【演習】ささえあいマップの作成について　
　　　　　　　　　 講師：木原孝久さん（住民流福祉総合研究所所長）
▶定　　員　60人（先着順）
▶参 加 費　無料
▶主　　催　行田市　
▶共　　催　行田市社会福祉協議会
▶申し込み・問い合わせ　4月12日（月）までに電話またはFAXで同課トータルサポート推進担当（内線

279）・社会福祉担当（内線267）、FAX554－6701

　福祉のまちづくり講演会

　福祉のまちづくり講演会（演習）

福祉のまちづくり講演会を開催します福祉のまちづくり講演会を開催します
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民間保育所を訪問する工藤市長

子育てサポーター養成講座の受講生を募集します子育てサポーター養成講座の受講生を募集します
　地域ぐるみの子育て支援活動に、自らの子育て体験を生かそうとの意志をもつ老若男女が、実践活
動（子育てサポーター活動や子育てサロンスタッフなど）を推進するための知識と技量を高める研修
講座です。また、行田市ファミリー・サポート・センターの会員としての資質を磨く機会です。

▶対　　象　子育てサポーターや子育てサロンなどのスタッフとしての基礎知識を学び、広く地域社会に貢献
したいと考えている、子ども好きで健康・明朗な方

▶定　　員　100人（公開講座のみ500人）
▶受 講 料　無料
▶主　　催　行田市教育委員会、行田市社会福祉協議会、NPO法人子育てネット行田
▶共　　催　埼玉県家庭教育振興協議会
▶申し込み・問い合わせ　4月15日（木）午前10時～5月14日（金）に、ひとつくり支援課☎556－

8319、行田市社会福祉協議会☎557－5400 またはＮＰＯ法人子育てネット行田事務局
☎556－7765

日　時 場　所 内　　　　容 講　　　師

6月1日（火）
午後1時30分～3時15分 中央公民館

開講式
開講記念講演「生涯学習と子育
て支援」

遠藤克弥さん
（東京国際大学副学長）

6月8日（火）
午前10時～11時30分 中央公民館 講義「特別支援学校と地域社会

とのかかわり」
黒澤一幸さん

（県立行田特別支援学校長）

6月16日（水）
午前10時～11時30分 中央公民館 講義「乳幼児期の心の発達」

志村洋子さん
（埼玉県家庭教育振興協議会会員、

埼玉大学教育学部教授）

6月24日（木）
午前10時～11時30分 中央公民館 講義

「子どもの遊び・リズム遊び」
花輪充さん

（東京家政大学教授）

6月29日（火）
午前10時～11時30分

「みらい」
文化ホール

公開講座　合唱ミュージカル
「11ぴきのねこ」

ママさんコーラスグループ
がらがらどん

7月6日（火）
午前10時～11時30分 消防署本署 講義・実技「子どもの安全、子

どもの救急」 市消防署職員

7月13日（火）
午前10時～正午 中央公民館 講義「思春期の性教育について」

閉講式
築地弥生さん

（埼玉県家庭教育振興協議会会員）



西部多目的広場が
完成しました

西部多目的広場が
完成しました
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　このほど、市が整備を進めていた市水道
庁舎脇の西部多目的広場が完成し、４月
１日から利用が可能となりました。敷地面
積は約２,400平方メートルです。朝夕の
ジョギング、グラウンドゴルフ、ゲート
ボールなどにご利用ください。
　なお、広場の貸し切りを希望される場合
は、生活課まで申し込みください。

▶問い合わせ　
　同課市民生活担当（内線251）

　市内循環バスの車内外に貴社の広告を掲出してみませんか。会社や商店
のお知らせや宣伝にぜひご利用ください。

▶広告基準　次の①～④のいずれにも該当しないもの　
　①公序良俗に反するもの
　②風俗営業に関するものおよびそれに類するもの
　③政治活動、宗教活動、意見広告および個人宣伝にかかるもの
　④その他広告として適当でないと市長が判断するもの
▶広告寸法　
 【車内広告】Ａ３サイズ（縦297mm×横420mm）の紙に印刷または
　　　　　　 描写したもの
 【車外広告】Ａ１サイズ（縦594mm×横841mm）のマグネット製平
　　　　　　 板にカッティングシートにより広告デザインを施したもの
 【車内広告放送】広告主が指定する停留所１カ所で、バスの通過１回につ
　　　　　　 き、30字以内で放送するもの
▶掲出期間・掲出料
 【車内広告】１枚月1,000円　　【車外広告】１枚月6,000円
 【車内広告放送】停留所１カ所でバスの通過ごとに１回の放送で月1,000円
　※広告制作費は、広告主の負担となります。
▶その他　掲出の位置指定は出来ません。
▶申し込み・問い合わせ　生活課市民生活担当（内線251）

ご利用ください　

行田市湯ったりあったか元気倍増事業

ご利用ください　

行田市湯ったりあったか元気倍増事業

ご利用ください　

行田市湯ったりあったか元気倍増事業
ゆ フレンドシップ

いかほ

　市では、市民の皆さんの福利厚生の増進を図るため、（社）伊香保温泉観光協会と
協定を締結し、行田市湯ったりあったか元気倍増事業を行っています。同観光協会に
加盟する対象施設に宿泊する場合、優待料金で宿泊することができ、さらに1,000円
分の伊香保温泉商品券が交付されます。これからの季節、行楽・レジャー・家族旅行
などにぜひご利用ください。

▶対　　象　利用日現在市内に住所のある方（外国人の方を含む）で、行田市国民健康保険保養施設宿泊利用要綱およ
び行田市指定市民保養施設利用補助要綱の規定による補助券の交付を受けていない、中学生以上の方。

▶利用方法　同観光協会へ宿泊の予約を行ってください。☎0279－72－3151
　　　　　　※電話での申し込みの際は、必ず「フレンドシップいかほの申し込みです」と申し出ください。同観

　光協会を通さない予約の場合、この事業の特典は適用されません。
▶優待内容　①行田市民向け優待料金で宿泊することができます。詳しくは、同観光協会へ問い合わせください。
	 ②1,000円分の伊香保温泉商品券がチェックインの際、利用施設から交付されます。この商品券は、宿泊

　の割引またはお土産品の割引に利用できます。（同一施設に連泊される場合であっても、初日分のみ交付）
	 ※１年度内、何度でも利用可能
▶対象施設

ホテル冨久住 割烹旅館  春日楼 青山旅館 一冨士ホテル 旅館さくらい ホテル木暮

有明館 旅館ふくぜん 村松旅館 ホテルきむら よろこびの宿  しん喜 千明仁泉亭

ホテル紅葉 ホテル銀水 伊香保ホテル松屋 ホテル松本楼 古久家 岸権旅館

徳田屋旅館 ホテル勝保 温泉宿  塚越屋七兵衛 洋風旅館ぴのん 森秋旅館 お宿玉樹

柏屋旅館 藍の宿  もりた旅館 ホテルニュー伊香保 旅館明野屋 美松館 如心の里  ひびき野

石坂旅館 山陽ホテル 凌雲閣 景風流の宿  かのうや 横手館 ホテル天坊

ホテル永楽 橋本ホテル 四季の宿  晴観荘 ホテル轟 旅館おかべ 福一

栄泉閣 丸本館 東栄館 いかほ秀水園 和心の宿  オーモリ 香雲館

▶問い合わせ　同観光協会☎0279－72－3151または生活課市民生活担当(内線252)
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ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
最
終
日
の
５
月
５
日

㈬
は
、
全
地
区
で
燃
や
せ
る
ご
み
の
臨
時
収
集

を
行
い
ま
す
。
ご
み
は
必
ず
午
前
8
時
30
分
ま

で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
処
理
場
へ
の

直
接
搬
入
は
出
来
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
環
境
業
務
担
当
☎
５

　

５
６―

９
５
３
０

　

小
針
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
４
月
19
日
㈪

か
ら
23
日
㈮
ま
で
、
焼
却
施
設
の
補
修
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
こ
の
期
間
は
燃
や
せ
る
ご
み
の

直
接
搬
入
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

彩
北
広
域
清
掃
組
合
☎
５
５

　

９―

３
６
４
１

　

生
活
環
境
の
美
化
を
図
る
た
め
、
全
市
民
参

加
の
市
内
一
斉
清
掃
（
ご
み
ゼ
ロ
運
動
）
を
行

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
期
日　

４
月
18
日
㈰
※
雨
天
の
場
合
は
25
日

㈰
。
な
お
、
雨
天
な
ど
に
よ
り
中
止
す
る
場

合
は
午
前
６
時
30
分
に
防
災
行
政
無
線
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
環
境
業
務
担
当
☎
５

　

５
６―

９
５
３
０

　

３
月
31
日
か
ら
、
新
た
に
次
の
区
域
で
下
水

道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
下
水

道
が
整
備
さ
れ
た
区
域
の
皆
さ
ん
は
、
早
め
に

下
水
道
の
使
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
整
備
さ
れ
た
区
域
》

忍
1
丁
目
の
一
部
、
矢
場
１
丁
目
の
一
部
、
大

字
持
田
の
一
部
、
佐
間
２
丁
目
の
一
部
、
城
西

２
丁
目
の
一
部
、
緑
町
の
一
部

▼
問
い
合
わ
せ　

下
水
道
課
業
務
担
当
☎
５
６

　

４―

０
３
０
３

　

行
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
幅
広
く
仕
事
を
引
き
受
け
て
い
ま
す
。

新
た
に
刃
物
研
ぎ
を
開
始
し
ま
し
た
。
ど
の
よ

う
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
仕
事
例
】　

刃
物
研
ぎ
、
植
木
の
剪せ
ん
て
い定
、
襖･

障
子･

網
戸
の

張
り
替
え
、
除
草
作
業
、
簡
単
な
大
工
仕
事
、

塗
装
、
毛
筆
筆
耕
、
留
守
中
の
犬
の
世
話
、
植

木
の
散
水
作
業
、
屋
内
外
の
掃
除
な
ど

新
規
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

60
歳
以
上
で
健
康
で
働
く
意
欲
が
あ
る
方
な

ら
ど
な
た
で
も
入
会
可
能
。
毎
月
第
３
木
曜
日

午
前
10
時
か
ら
入
会
説
明
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

同
セ
ン
タ
ー
☎
５
５
６―

５

　

２
２
１

　

５
月
５
日
に
燃
や
せ
る
ご
み
を

　
　
　
　
　
　
　

臨
時
収
集
し
ま
す

　

燃
や
せ
る
ご
み
の
直
接
搬
入
を

　
　
　
　
　
　
　

一
時
中
止
し
ま
す

　

ご
み
ゼ
ロ
運
動
を

　
　
　
　
　
　

実
施
し
ま
す

　

公
共
下
水
道
供
用（
下
水
の
処
理
）

　
　
　
　
　

開
始
区
域
の
お
知
ら
せ

　

ご
利
用
く
だ
さ
い　

　
　
　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

平成22年度自衛官を募集します

募　集　項　目 受　付　期　間 試　験　日

医科歯科幹部自衛官
４月１日（木）～５月10日（月）

10月1日（金）～22日（金）
５月 21 日（金）

11 月 12 日（金）

海自技術海上幹部
空自技術航空幹部

５月６日（木）～21日（金） ７月５日（月）

海自技術海曹
空自技術空曹 ５月中旬（予定） ７月初旬（予定）

▶対象　日本国籍を有し、平成22年４月１日現在18歳以上の方
▶問い合わせ・願書・資料請求
　自衛隊埼玉地方協力本部熊谷地域事務所
　〒360－0037　熊谷市筑波３－90－１国際ビル２階
　☎522－4855

エコライフＤＡＹ2009冬の結果をお知らせします

　エコライフＤＡＹとは、省エネ・省資源など環境に配慮した一日を送
り、簡単なチェックシートで温室効果ガスである二酸化炭素の削減量を
把握し、ライフスタイルを見直すきっかけを作る取り組みです。
　市では、市内の小・中学生とその家族に協力をいただき、昨年12月7日
から13日の期間内の一日について実施しました。今回のエコライフＤＡ
Ｙにより削減できた二酸化炭素の量は7,288,746gで、これは3,090ℓ
のガソリンを燃焼させたときに排出される二酸化炭素の量と同じです。

※参加区分によってチェック項目が異なります。
▶問い合わせ　環境課環境政策担当☎556－9530

参加区分 参加数 (人 ) 二酸化炭素
削減量 (g)

一人あたりの
削減量 (g)

小学１〜３年生
児童 １,６０１ ５７３,２６１ ３５８

家族、教職員 ２,９８１ ９９０,３２９ ３３２

小学４〜６年生
児童 １,６１６ １,３３４,９６２ ８２６

家族、教職員 ２,３４４ ２,０２９,６６７ ８６６

中学１〜３年生
生徒 １,５７６ １,２８２,５７０ ８１４

家族、教職員 ８７３ ７２８,４４７ ８３４

市役所 職員など ５０１ ３４９,５１０ ６９８

合計 １１,４９２ ７,２８８,７４６ ６３４
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青
少
年
の
緑
化
活
動
と
学
校
で
の
緑
化
教
育

の
推
進
を
目
的
に
㈳
国
土
緑
化
推
進
機
構
が
主

催
す
る
全
日
本
学
校
関
係
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル
学

校
環
境
緑
化
の
部
で
、
須
加
小
学
校
が
埼
玉
県

審
査
の
優
秀
校
に
選
定
さ
れ
、
そ
の
後
の
中
央

審
査
会
に
お
い
て
国
土
緑
化
推
進
機
構
理
事
長

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
校
で
は
児
童
・
教
職
員
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
学
校

応
援
団
が
連
携
し
、
校
地
内
に
あ
る
野
鳥
の
森

に
児
童
が
自
ら
作
っ
た
鳥
の
巣
箱
を
設
置
す
る

な
ど
し
て
自
然
に
親
し
む
「
サ
ン
ク
チ
ュ
ア

リ
」
ゾ
ー
ン
や
、
野
菜
な
ど
の
食
べ
ら
れ
る
植

物
を
育
成
す
る
「
食
育
」
ゾ
ー
ン
な
ど
、
４
つ

に
区
分
し
た
特
色
あ
る
学
校
緑
化
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、

今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ　

教
育
総
務
課
財
務
施
設
担
当

　

☎
５
５
６―

８
３
１
１

　

 

須
加
小
学
校
が
全
日
本
学
校
関
係

　
　

       

緑
化
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
選

４月６日～１５日は春の全国交通安全運動期間です４月６日～１５日は春の全国交通安全運動期間です４月６日～１５日は春の全国交通安全運動期間です

　小さい子どもほど自宅の近くで事故に遭います。事故の原因は、飛び出し、
駐車・走行車両の直前・直後の横断、信号無視、自転車乗用中の安全不確認・
一時停止違反などが高い割合を占めています。
○歩道などからの急な飛び出しは危険ですからやめましょう
○交差点では左右の安全をしっかり確認しましょう

子どもの行動に注意しましょう

　歩行中や自転車乗用中の死者数は、いずれも高齢者が全年齢層の約３分の２を占
める高い割合にあります。高齢者は、他の年齢層の方と比べて、道路横断時（横断
歩道外横断、走行車両の直前・直後の横断など）の違反割合が特に高くなっています。
○夜間出歩くときは反射材を活用しましょう
○地域の手でお年寄りを交通事故から守りましょう

交通マナーを守りましょう

　シートベルト・チャイルドシートを着用していなかった方の致死率は、着
用していた方に比べて９倍以上と極めて高く、着用率の向上は交通事故被害
の軽減の要因となっています。
○全員が締めていますか？シートベルト
○安心はひざの上よりチャイルドシート

シートベルト・チャイルドシートは必ず着用しましょう

　自転車の対歩行者事故の発生件数は、10年前の約５倍に増加しています。
無灯火や二人乗り、乗用中の携帯電話使用、歩道などでの暴走など、自転車
の危険な通行実態が指摘されています。
○自転車に乗るときはヘルメットを着用しましょう
○自転車の無灯火や二人乗りはやめましょう

危険な自転車運転はやめましょう

　市内でも踏切事故が発生しています。遮断機の有無にかかわらず、いった
ん止まり、電車が来ないか左右の確認をしましょう。
○必ず止まり、目と耳で安全を確認しましょう
○踏切・線路内で遊ぶのは危険ですからやめましょう

踏切では必ず止まって左右を確認しましょう

▶問い合わせ　防災安全課交通担当（内線284）
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北彩タウン情報北彩タウン情報 でか
けませんか となりまち

ゴールデンウィーク キヤッセこどもまつり
▶期　　日　４月29日（木）、５月３日（月）～５日（水）
▶場　　所　キヤッセ羽生（羽生市三田ヶ谷1725）
▶内　　容　ピエロの風船ショー、バルーン搭乗体
　　　　　　験、魚のつかみ捕りのほか、子どもを

対象にしたイベントを多数実施しま
す。

▶そ の 他　日によって開催するイベントが違いま
すので、詳しくは羽生市ホームページ
（http://www.city.hanyu.lg.jp/）内
「キヤッセ羽生」を参照するかキヤッ
セ羽生に問い合わせください。

▶問い合わせ　キヤッセ羽生☎565―5255

羽生スカイフェスタ２０１０
▶日　　時　５月８日（土）・９日（日）
　　　　　 【１回目】午前６時
　　　　　 【２回目】午後２時30分（９日は１回目
　　　　　　のみ）※天候などにより時間・内容が

変更の場合あり
▶場　　所　利根川河川敷（昭和橋下流付近）
▶内　　容　カラフルで勇壮な熱気球が羽生の大空
　　　　　　を舞います。また、バルーン競技のほ

か熱気球の体験搭乗やスカイダイビン
グ、モーターパラグライダーなどのイ
ベントも行います。

▶問い合わせ　羽生市商工課☎560－3111

羽 生 市

市民平和祭で全長100メートルのジャンボこいのぼり遊泳
▶日　　時　５月３日（月）
　　　　　 《メッセージこいのぼり掲揚》
　　　　　　午前11時～11時30分　
　　　　　 《ジャンボこいのぼり遊泳》
　　　　　 【１回目】午前11時30分～正午
　　　　　 【２回目】午後１時30分～２時　
　　　　　　※風速などにより時間が前後する場合あり　
　　　　　　※天候による延期の場合は5月4日（火）
▶場　　所　利根川河川敷緑地公園（加須市大越2732付近
　　　　　　・埼玉大橋西側）
▶内　　容　全長100メートルのジャンボこいのぼり「ジャン
　　　　　　ボ３世」が、今年も加須の空を泳ぎます。会場

では平和式典のほか、特産品の直売やフリーマ
　　　　　　ーケットなど楽しいイベントが開催されます。
▶主　　催　加須市民平和祭実行委員会
▶問い合わせ　加須市商業観光課☎0480―62―1111

藤まつり
▶期　　日　４月29日（木）～５月５日（水）
▶場　　所　玉敷公園（加須市騎西５３５―１）
▶内　　容　歌謡ショー（４月29日のみ）、野だて、琴の演奏、

神楽の披露（５月５日玉敷神社境内）、物産販
売、露店、植木市、音楽･コーラス･太鼓の演奏、
フォークダンス、よさこいソーランなど

▶問い合わせ　騎西観光協会（加須市騎西総合支所環境経済課
内）☎0480―73―1111

加 須 市

　デジサポ（総務省テレビ受信者支援センター）では、地上デジ
タル放送の個別受信の対応促進のため、各家庭で地デジを受信で
きるかどうかの確認ができる「地デジ専用アンテナキット」を無
償で貸し出しています。
▶アンテナキットの内容　地デジ用アンテナ、同軸ケーブル

（5m×2本）、地デジ専用チューナー、中継コネクタ（2
個）、B-CASカード、ビデオケーブル、リモコン、リモコン用
電池（２本）、テーブルタップ、ACアダプタ 、簡単マニュア
ル・取扱説明書類一式

▶申し込み　デジサポホームページ（http://digisuppo.jp/）
または家電量販店にある申込書に必要事項を記載のうえ、本人
確認書類を添えて、総務省テレビ受信者支援センター（デジサ
ポ）地デジ専用アンテナキット事務局まで郵送またはＦＡＸで
申し込みください。

 【郵送】〒107－0061 東京都港区北青山1－2－3 青山ビル13階
 【FAX】03－5785－4088
▶問い合わせ　同事務局☎03－6459－2760 

地デジ専用アンテナキットを無償で貸し出します

▶任　　期　６月～平成23年３月
▶内　　容　食品販売店で日常の買い物をしながら

食品表示の有無などを確認し、定期的
に報告します。

▶対　　象　県内在住で20歳以上の方
▶そ の 他　６月９日（水）（熊谷市）または10日（木）
　　　　　　（さいたま市）に実施する研修に参加

していただきます。
▶申し込み・問い合わせ　はがきに埼玉県食品表示

調査員に応募する旨、研修希望日、住
所、氏名（フリガナ）、年齢、電話番
号、応募理由（100字程度）を明記
のうえ、４月23日（金）（必着）ま
でに埼玉県農産物安全課（〒330－
9301さいたま市浦和区高砂３―15
―１）☎048―830―4110

埼玉県食品表示調査員を募集します

つけましたか？住宅用火災警報器
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  休日急患診療

 ・診療科目……内科、小児科、外科
 ・診療時間……午前10時～午後5時
＊医療機関が変更されることがありますので、事前に問い合わせく

ださい。
 ・行田中央総合病院　  ☎553－2000
 ・壮幸会行田総合病院  ☎552－1111
◇夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知りたいとき
 ・行田市消防署　☎556－2090
 ・埼玉県救急医療情報センター ☎048－824－4199
◇埼玉県小児救急電話相談「♯8000」
・県内どこからでも「♯8000」をプッシュすると相談窓口につ

ながります。（携帯電話可）
・相談時間 【月～土曜日】午後7時～11時 
　　　　　 【日曜日、祝日】午前9時～午後11時

子どもの健康
乳幼児健診
　名　　称　4カ月児健診、1歳6カ月児健診、2歳児歯

科健診、3歳児健診
　そ の 他　転入されたお子さんで、前住所地で受診して

いない方は保健センターへご連絡ください。

BCG予防接種
　①受付日時　4月20日（火）午後1時30分～2時20分
　　対　　象　平成22年1月1日～15日生まれのお子

　さん
　②受付日時　5月12日（水）午後1時30分～2時20分
　　対　　象　平成22年1月16日～31日生まれのお子

　さん
　①②とも対象児以外でまだ受けていないお子さん（6
　カ月未満）は、この機会に受けてください。

乳幼児相談（要申し込み）　
　受付日時　5月11日（火）午前9時30分～11時30分
　対　　象　小学校入学前のお子さん

離乳食教室（初期）（要申し込み）
　受付日時　5月11日(火）午前10時15分～10時30分
　対　　象　平成21年11月15日～12月14日生まれ

のお子さんがいる方

※いずれも場所は保健センター

おとなの健康
健康相談（申し込み不要）
　日　　時　5月12日（水）午前10時～11時
　対　　象　健康に関する相談をしたい方

糖尿病健康相談（要申し込み）
　日　　時　5月12日（水）午前10時～11時
　対　　象　糖尿病について心配のある方

禁煙教室（要申し込み）
　日　　時　5月12日（水）午前10時～11時
　対　　象　たばこをやめたい方

※いずれも場所は保健センター

個別予防接種
場　　所　①市内契約医療機関（通知に一覧を同封します）
　　　　  ②県内の市外契約医療機関（かかりつけ医や
　　　　　　里帰り先が市外にある場合などに限ります）
費　　用　無料

接種の種類 対　　象 定期接種年齢

三種混合
（百日咳・

ジフテリア・
破傷風）

1期初回
（3回）

平成22年1月2日～平成
23年1月1日生まれのお子
さん 3カ月～

7歳6カ月
未満1期追加

（1回）
１期初回3回目接種から1
年経過したお子さん（標
準）

二種混合
（ジフテリア
・破傷風）

第2期
（1回）

平成10年4月2日～平成
11年4月1日生まれのお
子さん

11～13歳
未満

(小学6年生相当)

麻しん・
風しん

（麻しん・
風しん混合
ワクチン）

1期
平成21年4月2日～平成
22年4月1日生まれのお
子さん

1～2歳未満

2期
平成16年4月2日～平成
17年4月1日生まれのお
子さん

就学前の
1年間

（年長児）

3期
平成9年4月2日～平成
10年4月1日生まれのお
子さん

中学1年生
相当

4期
平成4年4月2日～平成5
年4月1日生まれのお子
さん

高校3年生
相当

期　日 医療機関名 期　日 医療機関名

 4月18日（日） 行田中央総合病院  5月  3日（月） 行田中央総合病院

 4月25日（日） 壮幸会行田総合病院  5月  4日（火） 行田中央総合病院

 4月29日（木） 壮幸会行田総合病院  5月  5日（水） 壮幸会行田総合病院

 5月  2日（日） 壮幸会行田総合病院  5月  9日（日） 行田中央総合病院

○1年を通して接種可能です。
○今年度対象者以外で、定期接種年齢内の未接種者は、

早めに接種を済ませてください。予診票のない方は母
子健康手帳を持参し、保健センターへお越しください。
定期接種年齢を過ぎてしまうと、任意接種（自費）に
なります。

小児慢性特定疾患医療給付の
継続申請の受け付けを開始します
期　　間　4月30日(金)～6月15日(火)（土・日曜日、
　　　　　祝日を除く)
場　　所　加須保健所（加須市南町5－15）
	 ※4月1日から行田市の申請を管轄する保健

　所は、加須保健所になりました。
対　　象　受給者証をお持ちで、引き続き治療が必要な
　　　　　20歳未満の方
必要書類　申請書、医療意見書、生計中心者の所得税関
　　　　　係証明書など
問い合わせ　加須保健所 ☎0480－61－1216または県
　　　　　健康づくり支援課☎048－830－3561
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ひきこもり相談
日　　時　5月12日（水）午後1時30分
場　　所　加須保健所（加須市南町5－15）
対　　象　概ね18歳以上のひきこもり状態にある本人

およびその家族
申し込み　加須保健所精神保健福祉担当☎0480－61

－1216

がん検診などの申し込みのお知らせ

※日程・対象・医療機関などの詳細は、3月中旬に世帯
　配布した「保健センターのお知らせ」をご覧ください。
※大腸がん検診は、集団（保健センター会場）で実施す
　る肺がん・乳がんの検診日にも申し込みできます。

健康講座① ストレッチ体操から
運動習慣を身につけよう!

　自身の健康管理は、永遠のテーマです。健康講座では各
分野のエキスパートが講師として登場し、知りたかった病
気のこと、テレビ・雑誌などで紹介された健康情報の活用
方法が学べます。今年度は10回開催します。
　今回は、運動を習慣化させることで、「一人では習慣化
させるのが面倒」と思っている方にも運動習慣が身につく
方法を紹介します。
　運動を始めようとしている方は、まずはストレッチから運
動習慣を身につけましょう。また、普段ストレッチをやって
いる方は、正しくできているか確認する機会にしましょう。

日　　時　5月21日(金)・28日(金)午前9時45分～正午 
※原則、2日間参加してください

場　　所　グリーンアリーナ柔道場
内　　容　新井恵子さん（健康運動指導士）による運動指導
対　　象　市内在住で運動に関心のある方
定　　員　50人
持 ち 物　運動しやすい服装、飲み物、タオル、健康手
　　　　　帳、筆記用具
申し込み　4月15日(木)から直接または電話で保健センター

検診名 申込開始日 申し込み

肺がん検診
胃がん検診
乳がん検診

肝炎ウィルス検診
ヤング健診

  5月12日（水） 保健センター

大腸がん検診
前立腺がん検診   5月12日（水）

医療機関子宮頸がん検診   6月16日（水）

乳がん検診 10月19日（火）

歯周疾患検診
　いつまでも食べることの楽しみを持ち続けられるよう
に、歯の喪失を予防しましょう。
実施期間　6～12月
検査内容　歯の周りの歯肉の検査、口腔清掃状況の検査
対　　象　次の生年月日に該当する方。
　　　　　※ただし、歯周疾患の治療中の方を除く
　40歳：昭和45年4月1日～昭和46年3月31日生まれの方
　45歳：昭和40年4月1日～昭和41年3月31日生まれの方
　50歳：昭和35年4月1日～昭和36年3月31日生まれの方
　55歳：昭和30年4月1日～昭和31年3月31日生まれの方
　60歳：昭和25年4月1日～昭和26年3月31日生まれの方
　65歳：昭和20年4月1日～昭和21年3月31日生まれの方
　70歳：昭和15年4月1日～昭和16年3月31日生まれの方
費　　用　500円
　　　　　※70歳以上、生活保護受給者および市民税非
　　　　　　課税世帯の方は免除（事前に保健センター
　　　　　　へ問い合わせください）
申し込み　4月27日(火）から直接、電話またはFAXで
　　　　　保健センター
　　　　　※FAXの場合は住所、氏名、生年月日、電話
　　　　　　番号、検診名を明記してください。
　　　　　※申し込みをされた方には、歯周疾患検診受
　　　　　　診票と指定歯科医院一覧を送付します。そ
　　　　　　の後、指定歯科医院へ予約し、受診してく
　　　　　　ださい。

食生活改善推進員養成講座
　食生活改善推進員は、健康づくりのため地域の人たち
と食事づくりを考え、よりよい食生活をすすめるための
お手伝いをしています。
　食生活改善推進員養成講座に参加して、食に関する知
識と技術を学んでみませんか。

※2回目以降は健康講座と合同で開催
場　　所　保健センターほか
対　　象　市内在住で修了後ボランティア活動が可能な女性
定　　員　20人
費　　用　1,500円（テキスト代、材料費）
持 ち 物　健康手帳、筆記用具
申し込み　4月19日(月)～5月7日(金)に電話で保健センター

回 日　　　時 内　　　　容

１   5月19日（水）
午前9時30分～午後1時30分

開講式、オリエンテーション、
調理実習(栄養士)

２ 5月26日(水)
午後1時30分～3時30分 糖尿病予防教室(医師)

３ 6月2日(水)
午前9時30分～11時30分 糖尿病予防教室(栄養士)

４ 6月9日(水)
午前9時30分～11時30分 糖尿病予防教室(運動指導士)

５ 7月23日(金)
午後1時30分～3時30分

お口の中のケア(仮)(歯科医師)
～正しくできていますか？

確認してみましょう～

６ 9月28日(火)
午後1時30分～3時30分

メタボリックシンドローム(仮)(医師)
～今なら間に合う生活習慣改善～

７
８

10月7日(木)・26日(火)
午前9時30分～11時30分

血液サラサラ教室
(保健師、栄養士)

９ 11月24日(水)
午後1時30分～3時30分 女性のための健康講座(医師)

10 平成23年1月18日(火)
午前9時30分～正午

食事のバランスについて
(栄養士)、閉講式
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 「行田ものしり博士クイズ」2月号の正解
 【問１】Ⓒ浮き城の径　【問２】Ⓒ39体　【問３】Ⓑはじめまして 

平成 22年度埼玉県警察官　
第 1回採用試験　市では、内職をお探しの方や内職希望者をお探しの企業

のために、内職相談を実施しています。
　このたび、求職者と求人企業の橋渡し役となる相談員を
募集します。

▶勤務日時　毎週火・金曜日午前10時～午後４時
▶業務内容　内職に関する相談業務、求人・求職の受け付

けおよびあっせん業務など
▶応募要件　内職問題に関心と理解があり、相談業務に従

事できる方
▶募集人数　１人
▶報　　酬　月額42,000円
▶応募方法　市販の履歴書（写真添付）に必要事項を記入

のうえ４月19日（月）までに商工観光課
▶選考方法　書類選考のうえ、面接日を連絡します。
▶問い合わせ　同課商工担当（内線383）

▶申し込み【持参・郵送】4月1日（木）～14日（水）
　　　　　　※期間内消印有効
　　　　　【インターネット】4月１日（木）午前8時30

分～4月13日（火）午後5時
▶第1次試験日　5月９日（日）
▶試験会場　獨協大学、東京国際大学、文教大学、警察学校
▶試験種目　教養試験（国際捜査Ⅰ類は専門試験Ⅰ）、論(作)

文試験
▶問い合わせ　行田警察署☎553－0110または埼玉県警察
　　　　　　採用センター☎0120－373514

内職相談員を募集します

▶期　　日　５月〜12月の土曜日
　　　　　　※日時は講座ごとに異なります
▶場　　所　不動岡高校教科研究棟３階大講義室
▼受 講 料　１人500円（複数選択可）
▶申し込み　往復はがきまたはＥメールに住所、氏名（ふり

がな）、電話番号、受講講座を明記のうえ、５
月14日（金）までに不動岡高校市民大学事務
局（〒347－8513 加須市不動岡1－7－45）
Ｅメール letter@fudooka-h.spec.ed.jp

▶問い合わせ　同校市民大学事務局☎0480－61－0140

不動岡高校市民大学受講生

講　　　座　　　名 回数

Ａ 大河ドラマ「龍馬伝」の解説 ５回

Ｂ 今 昭和の歴史を追体験する ５回

Ｃ 邪馬台国所在論争を考える ３回

Ｄ 源氏物語の魅力 ３回

Ｅ 化学の眼で身近にある“物”を見てみよう ２回

Ｆ 日付から読む沖縄現代史 ４回

試験区分 採用予定人数 受験資格

Ⅰ類

男性・185人 ⑴昭和 55 年 4 月 2 日以降に生まれた
　方で大学を卒業（見込み）の方

⑵前記⑴に該当する方と同等の資格があ
　ると認められる方女性・12人

Ⅱ類

男性・15人

⑴昭和 55 年 4 月 2 日～平成 3 年 4 月
　1 日に生まれた方で、短大または専修
　学校（2 年制以上の専門課程で年間授
　業時間が 680 時間以上のもの）を卒
　業（見込み）の方

⑵大学に 2 年以上在学し 62 単位以上
　取得した方またはこれらの要件を満た
　す見込みの方（Ⅰ類に該当する方を除く）

⑶前記⑴または⑵に該当する方と同等の
　資格があると認められる方

女性・5人

Ⅲ類
男性・50人 昭和55年4月2日～平成4年4月1日に

生まれた方で、Ⅰ類・Ⅱ類に該当しない
方女性・4人

国際捜査
Ⅰ類

英語・1人
Ⅰ類の受験資格を有する方で語学力（受
験言語）が堪能な方スペイン語・1人

ベトナム語・1人

武道・
体育指導

Ⅰ類

柔道・1人 Ⅰ類の受験資格を有し、柔道または剣道
の卓越した技術を有する段位4段（卒業
見込みの方は3段）以上の方剣道・1人



■2010.4.1  ■行田市役所／TEL556-1111

相　　談 場　　所 日　　　　程 時　　　間 問い合わせ

法律（予約制） 産業文化会館
2階会議室

  4月27日㈫　※次回5月25日㈫の予約は 
  5月6日㈭から　   午前9時〜午後3時

生活課

（内線252）

行政 産業文化会館2階会議室   4月19日㈪　　　　　　   午後1時30分〜3時30分

結婚 VIVAぎょうだ   4月18日㈰、5月7日㈮　   午前9時30分〜11時30分
（受け付けは午前9時30分〜11時）

消費生活
多重債務 市役所

  4月15日㈭・16日㈮・19日㈪・22日㈭ 
 ・23日㈮・26日㈪・30日㈮、5月6日㈭・
  7日㈮・10日㈪・13日㈭・14日㈮

  午前9時30分〜午後3時30分

夫婦関係・DVなど
（予約制） VIVAぎょうだ

  4月15日㈭・22日㈭・29日㈭
  5月13日㈭
  ※電話相談は4月17日㈯  対象：市内在住の方

  午後1時〜4時
（電話相談は午後1時〜2時30分）

VIVAぎょうだ
☎556ー9301

内職 市役所   4月16日㈮・20日㈫・23日㈮・27日㈫・
  30日㈮、5月7日㈮・11日㈫・14日㈮   午前10時〜午後4時 商工観光課

（内線383）

人権 忍・行田公民館   5月12日㈬　   午後1時30分〜3時30分 人権推進課（内線221）

税務 中央公民館
（「みらい」内）   4月20日㈫   午後1時30分〜3時30分 関東信越税理士会行田支部

☎554ー1411

水道料金の休日納付 水道庁舎（前谷）   5月2日㈰   午前8時30分〜正午 水道課
☎553ー0131水道料金の夜間納付 水道庁舎（前谷）   4月20日㈫・27日㈫、5月11日㈫   午後5時15分〜7時

談相種各 （4月15日〜5月15日）
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開館時間
午前9時30分～午後7時

市立図書館
佐間3ー24ー7
（「みらい」内）
TEL 556-4227  
FAX 555-3770

休館日
4月5日㈪・12日㈪・19日㈪・26日㈪・30日㈮
5月6日㈭・10日㈪
※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください。

するサービス（要予約）を行っています。ご希望の方は、身
体障害者手帳を持参し登録の手続きをしてください。なお、
登録の手続きは、家族などの代理人でもできます。
　録音図書、点字図書、大活字の本の貸し出しも行っていま
すので、ぜひご利用ください。
▶場　　所　図書館朗読音室
▶利用時間　図書館開館時間内で、1回の朗読時間は2時間以内
▶費　　用　無料

▶日　　時　4月17日(土)午後2時
▶題　　名　スプーンおばさん(60分)

▶日　　時　5月15日(土)午後2時
▶題　　名　ハメルンの笛ふき ほか(60分)

▶場　　所　映像ホール
▶定　　員　80人(先着順)
▶入 場 料　無料

4カ月児健診時に保健センターで絵本を配布しています。
▶日　　時　4月2日(金)・14日(水)、5月7日(金)
　　　　　　午後1時受付開始
▶持 参 品　母子健康手帳

5
月
20
日
（木）

桜
ヶ
丘
小

5
月
21
日
（金）

南
河
原
小

4
月
20
日
（火）

泉
小

4
月
21
日
（水）

須
加
小

4
月
23
日
（金）

埼
玉
小

4
月
28
日
（水）

北
小

5
月
7
日
（金）

太
田
西
小

5
月
11
日
（火）

北
河
原
小

5
月
12
日
（水）

星
宮
小

5
月
14
日
（金）

太
田
東
小

5
月
19
日
（水）

荒
木
小

※変更となる場合があります

・フライパンで一度にできる10分弁当(阿部剛子)
・年金アドバイザーが答える年金相談260(原令子)
・石川遼のゴルフボディトレーニング 1日15分の肉体改
　造！(仲田健)
・風の詩 かけがえのない毎日(星野富弘)
・はるですよ(柴田晋吾)
・ナナのたんぽぽカーニバル(あんびるやすこ)
・ぼくの夏休み革命(つちもととしえ)
・魔法の庭へ(日向理恵子)
・やまねこせんせいおおいそがし(末崎茂樹)
・赤川次郎ショートショートシリーズ3 幻の恐竜(赤川次郎)

▶日　　時　4月21日(水)午前10時30分～11時
▶対　　象　2、3歳児と保護者
▶内　　容　絵本、パネルシアターなど
　
▶日　　時　4月24日(土)午前11時
▶対　　象　幼児
▶内　　容　絵本や手遊びなど
▶主　　催　おはなしタンバリン
　
▶日　　時　5月1日(土)午後2時
▶対　　象　幼児・小学生
▶内　　容　絵本など
▶主　　催　おはなしの会

▶日　　時　5月8日(土)午後2時
▶対　　象　幼児・小学生
▶内　　容　絵本など
▶主　　催　おはなしポケット
※場所は、いずれも図書館おはなしのへや

　市内在住の視覚障害者を対象に、図書館所蔵資料の朗読を

主な新着図書

ブックスタートブックスタート

子ども映画会

おはなし会

対面朗読サービス

移動図書館巡回日程
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　３月７日、源氏物語現代語朗読会が忠次郎蔵で開
催されました。
　ＮＰＯ法人忠次郎蔵主催によるこの催しでは、ＮＨ
Ｋ大河ドラマ「天地人」に出演し同蔵で行っているそ
ば教室の卒業生でもある新井政子さんが読み手とな
り、源氏物語の「賢木の章」を分りやすく現代語にし
て朗読。語られた情景が琴の伴奏により一層引き立て
られ、目を閉じてじっと聞き入っている来場者らは、
物語の世界に引き込まれているようでした。

物語の世界に引き込まれた朗読会

　３月17日、埼玉小学校で、児童やＰＴＡ、学校給食
に農産物を提供している生産者らが参加し、学校給食交
流会が行われました。
　これは、行田市地産地消協議会が地産地消や食育の推
進を目的として実施しているもので、生産者と消費者で
ある児童やＰＴＡとが一緒に給食を食べながら交流を図
り、農産物に対する安心感を深めました。地元の農産物
を使用した給食を小さな口いっぱいにほお張る児童たち
の姿に、生産者たちも嬉しそうにしていました。

地元の農産物だから安心だね

　「市民による市民のための大学」を目指し平成
21年４月に開校した行田市民大学では、98人の
学生が１年かけて郷土の歴史や自然など幅広く学
びました。その総括として３月10日・17日の２
日間、11グループに分かれた学生らが、ものつ
くり大学で「歴史・文化」「福祉」「まちの活性化」

「耕作放棄地の活用」などさまざまな
テーマで研究発表を行いました。
　また、17日の研究発表終了後、
第１期生１学年修了証書授与式が行
われ、学長を務める工藤市長から学
生に修了証書が手渡されました。

行田市民大学の学生98人に
修了証書を授与
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　３月14日、ＪＡほくさい行田中央支店で第31
回行田市農業祭が行われました。
　行田産のイチゴ、トマト、サトイモなどがずらり
と並んだ即売会は、新鮮でおいしい農産物を買い
求めるたくさんの来場者でにぎわいました。また、
花苗・行田在来青大豆の種・米「彩のかがやき」
の無料配布に長い列が出来るなど、大盛況の催し
となりました。

新鮮でおいしい行田産がずらり

チャーミングな歌声を披露

　２月22日、見沼中学校でゼリーフライづくり体験
教室が開かれました。同校の生徒自らが育てた行田在
来青大豆から出来たおからを使い、２年生がゼリーフ
ライ作りに挑戦。ふかしたジャガイモをつぶし、小判
型に形を整えるのに苦戦しながらも、楽しんでゼリー
フライを作りました。
　辺りにウスターソースの香ばしい香りが広がる中、
生徒たちはみんなで協力して作った熱々のゼリーフラ
イを堪能していました。

行田在来青大豆から出来たおからで
ゼリーフライ作り

　３月13日、「みらい」文化ホールで第14回行
田市公民館ふれあいコーラス発表会が開催されま
した。
　同発表会では、市内の各地域公民館で活動して
いるコーラスグループ15団体が、艶やかなそろい
の衣装で舞台に立ち、日ごろの練習の成果を存分に
披露。観客らも、そのチャーミングな歌声に合わせ
て体を左右に揺らしながら聞いていました。

　３月６日、郷土博物館へ資料を寄贈していただいた方を
招いて行われる顕彰式のアトラクションの一つとして、同
館庭園で日本ファルコナーズクラブの皆さんによる放鷹術
の実演が行われました。
　突然の天敵の出現にカラスが警戒して集団でやかまし
く鳴きたてる中、樹上にいるタカを鷹使いの拳に呼び寄
せる「渡り」や鷹使いの拳から別の鷹使いの拳へとタカ
を飛び移らせる「振り替え」といった技を披露。訪れた
人たちは、巧みにタカを操る鷹使いの技に驚きの声を上
げていました。

カラスもびっくり　鷹使いが放鷹術を実演
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読
書
の
感
動
を
絵
画
で
表
わ
す
こ
と
に
よ
り
読
書

力
や
表
現
力
を
養
い
、
読
書
の
活
動
を
振
興
す
る
こ

と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
る
読
書
感
想
画
中
央
コ
ン

ク
ー
ル
。
こ
の
埼
玉
県
審
査
会
に
お
い
て
、
指
定
読

書
・
自
由
読
書
の
各
部
門
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た

の
が
同
じ
中
学
校
で
同
学
年
の
遠
藤
あ
す
か
さ
ん
と

今
村
静
香
さ
ん
で
す
。

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
に
所
属
す
る
遠
藤
さ
ん
と
、
バ

レ
ー
部
に
所
属
し
て
い
る
今
村
さ
ん
は
、
興
味
や
関

心
を
持
っ
た
も
の
を
自
由
に
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
選

択
科
目
で
美
術
を
選
ん
で
お
り
、
そ
の
授
業
の
課
題

と
し
て
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
早
く
も
２
人
の
頭
を
悩
ま
せ
た

の
は
、
絵
画
の
題
材
と
な
る

図
書
選
び
。
な
か
な
か
決
め

ら
れ
ず
１
カ
月
以
上
の
時
間

を
か
け
て
、
遠
藤
さ
ん
は
指

定
図
書
の
中
か
ら
「
ド
リ
ー

ム
・
ギ
バ
ー
」
を
、
今
村
さ

ん
は
読
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た

ス
パ
イ
ダ
ー
ウ
イ
ッ
ク
家
の

謎 

第
２
巻
「
魔
法
の
石
を

さ
が
せ
」
を
選
び
、
作
品
づ

く
り
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。

　

絵
画
の
制
作
で
も
ス
ム
ー

ズ
に
進
ん
だ
作
業
な
ど
な
く
、

本
を
読
み
進
め
て
い
き
な
が

ら
何
枚
も
の
イ
メ
ー
ジ
画
を

描
く
な
ど
し
て
構
図
を
練
り
上
げ
た
り
、
表
現
し
た

い
色
彩
が
出
せ
ず
に
塗
り
直
し
た
り
の
連
続
。「
時
に

投
げ
や
り
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
け
れ
ど
、
先
生

や
友
達
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
こ
と
で
、
新
た
な

イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
び
次
の
工
程
に
進
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
」
と
休
み
時
間
や
部
活
動
の
合
間
、
放
課
後

な
ど
の
わ
ず
か
な
時
間
を
見
つ
け
て
は
制
作
に
励
む

日
々
を
積
み
重
ね
、
理
想
の
形
に
近
づ
け
て
い
き
ま

し
た
。
指
導
し
て
き
た
福
田
先
生
は
「
２
人
と
も
感

性
豊
か
で
美
的
セ
ン
ス
も
優
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
何
事
に
も
あ
き
ら
め
ず
粘
り

強
く
制
作
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
、
今
回
の
結
果
に

つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
途
中
で
投
げ
出
さ
ず
に
や
り
遂

げ
て
よ
か
っ
た
」「
私
の
作
品
が
最

優
秀
賞
な
ん
て
有
り
得
な
い
と
思
い

び
っ
く
り
し
た
」
と
受
賞
の
感
想
を

語
る
２
人
で
す
が
、
受
賞
式
に
は
期

末
テ
ス
ト
で
出
席
で
き
ず
、
賞
状
を

校
長
先
生
か
ら
受
け
取
り
よ
う
や
く

賞
の
大
き
さ
を
実
感
し
た
よ
う
で
す
。

今
回
の
受
賞
を
機
に
、
絵
に
も
自
分

に
も
自
信
が
つ
き
、「
次
回
は
全
国

大
会
で
表
彰
さ
れ
た
い
」
と
口
を
そ

ろ
え
る
遠
藤
さ
ん
と
今
村
さ
ん
。
良

き
ラ
イ
バ
ル
と
な
っ
た
２
人
は
、
切

磋
琢
磨
し
て
次
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
挑

戦
し
ま
す
。

	

本
丸	

諸
貫　

節
子

逞た
く
まし
や
冬
季
五
輪
の
ア
ス
リ
ー
ト

	

富
士
見
町	

お
お
ば
水
杜

古
墳
へ
と
続
く
一
路
や
梅
真
白

	

白
川
戸	

鈴
木　

都
子

腕
白
が
折
る
ぞ
光
る
な
猫
柳

	

荒
木	

小
林　

康
男

声し
ょ
う
み
ょ
う
明
の
和
を
以
っ
て
春
動
き
け
り

	

須
加	

須
加
か
づ
江

佳
き
知
ら
せ
ポ
ス
ト
に
一
つ
浅
き
春

	

南
河
原	

若
林　

水
翁

春
光
を
返
す
小
太だ
い
こ鼓
大
太
鼓

	

持
田	

岡
本
千
寿
子

太
陽
を
こ
よ
な
く
愛
す
二
月
か
な

	

壱
里
山
町	

斉
藤　

閑
風

申
告
を
終
え
て
吐
息
や
山
笑
ふ

	

西
新
町	

小
宮　
　

武

い
ぬ
ふ
ぐ
り
可
憐
さ
誇
る
雨
上
り

	

真
名
板	

及
川　

禮
子

耕こ
う
う
ん
き

耘
機
値
札
ゆ
ら
ゆ
ら
春
田
打
つ

俳 

句

粘
り
強
く
描
き
続
け
て

最
優
秀
賞
を
ア
ベ
ッ
ク
受
賞

遠
藤
あ
す
か
さ
ん
・
今
村
静
香
さ
ん
（
南
河
原
中
学
校
）

行田人行田人

いききき
いきき
いき
いき

◎
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
俳
句
は
毎
月
５
日
ま
で
に
は
が
き
・
封
書 

　

で
広
報
広
聴
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

	

真
名
板	

漆
原　

幸
子

徒
長
枝
の
切
り
裂
く
空
に
冬
の
月

	

矢
場	

鈴
木
か
づ
の

黄
金
色
地
上
に
吹
き
出
る
福
寿
草

	

荒
木	

蛭
間
し
げ
子

梅
香
る
崇あ
が

め
る
太
子
の
祀ま
つ

り
ご
と

	

城
南	

千
代
田
富
子

年
老
い
て
賜
り
し
い
の
ち
春
支
度

	

斎
条	

中
村　

英
子

ま
わ
り
道
し
て
春
風
に
吹
か
れ
け
り

（
木
島　

斗
川　

監
修
）

『 夢よ育て 』（俳画）
栗原　キヌエ（本丸）

私
の
作
品

私
の
作
品

今村静香さん（左）、遠藤あすかさん（右）



吉
田　

康こ
う
せ
い生

ち
ゃ
ん（
若
小
玉
）

父
・
学
さ
ん　

母
・
清
子
さ
ん

平
成
21
年
４
月
18
日
生
ま
れ

「
ず
っ
と
健
康
で
」

田
口　

凌り
ょ
う羽

ち
ゃ
ん（
小
見
）

父
・
昌
弘
さ
ん　

母
・
比
登
美
さ
ん

平
成
21
年
４
月
23
日
生
ま
れ

「
健
康
な
子
に
育
っ
て
ね
!!
」
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ど
こ
か
懐
か

し
さ
を
覚
え
る

ハ
ー
モ
ニ
カ
の

音
色
に
、
郷
愁

の
念
を
抱
く
方

も
多
い
で
し
ょ

う
。
今
月
は
平

成
20
年
10
月
に

発
足
し
、
19
人

が
所
属
し
て

い
る
長
野
ハ
ー

モ
ニ
カ
ク
ラ
ブ

を
紹
介
し
ま
す
。

第
２
・
４
水
曜

日
午
前
９
時
30

分
か
ら
11
時
30
分
に
長
野
公
民
館
で
活
動
し
て

い
ま
す
が
、
第
３
水
曜
日
に
も
自
主
的
に
集
ま

り
、
熱
心
に
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

友
人
の
勧
め
で
入
会
し
て
初
め
て
ハ
ー
モ
ニ

カ
を
吹
い
た
と
い
う
方
も
多
い
同
ク
ラ
ブ
で
は
、

童
謡
や
唱
歌
な
ど
を
中
心
に
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を

増
や
し
て
い
ま
す
。
昨
年
、
長
野
公
民
館
の
文

化
祭
や
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」
で
演
奏
し
て
た
く

さ
ん
の
拍
手
を
も
ら
い
、
演
奏
す
る
喜
び
を
味

わ
っ
た
と
い
う
皆
さ
ん
は
、
現
在
、
歌
謡
曲
や

演
歌
な
ど
少
々
難
易
度
の
高
い
曲
に
も
挑
戦
中
。

次
の
発
表
の
機
会
に
向
け
、
腕
を
磨
い
て
い
ま

す
。
ほ
か
に
も
メ
ン
バ
ー
一
人
ひ
と
り
が
個
々

で
練
習
し
た
曲
を
ク
ラ
ブ
内
で
披
露
す
る
個
人

発
表
会
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　

講
師
の
加
藤
栄
さ
ん
は
、
メ
ン
バ
ー
の
実

力
に
合
わ
せ
て
分
か
り
や
す
く
教
え
て
お
り
、

ハ
ー
モ
ニ
カ
の
音
色
を
楽
し
み
な
が
ら
演
奏
で

き
る
よ
う
な
指
導
を
心
掛
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
ハ
ー
モ
ニ
カ
は
演
奏
す
る
人
の
人
間
性
が
音

色
に
出
る
ん
で
す
よ
」
と
皆
さ
ん
が
顔
を
ほ
こ

ろ
ば
せ
る
よ
う
に
、
メ
ン
バ
ー
の
吹
く
ハ
ー
モ

ニ
カ
の
音
は
柔
ら
か
く
、
音
色
か
ら
皆
さ
ん
の

心
の
温
か
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
「
仲
良
く
活
動
す
る
こ
と
」
を
モ
ッ
ト
ー
と

し
な
が
ら
、「
福
祉
施
設
な
ど
へ
の
慰
問
や
発

表
会
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
演
奏
し
た
い
」

「
他
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
を
行
い
、
技
術
を
高
め

た
い
」
な
ど
と
意
気
込
み
を
語
る
皆
さ
ん
。
興

味
を
持
た
れ
た
方
は
一
度
練
習
風
景
を
の
ぞ
い

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
メ
ン
バ
ー
の
奏
で

る
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
音
色
が
あ
な
た
の
心
を
温
か

く
し
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

長
野
公
民
館
☎
５
５
３―

１
４
１
４

三
浦　

希の
ぞ
み美

ち
ゃ
ん（
下
池
守
）

父
・
利
哉
さ
ん　

母
・
佳
美
さ
ん

平
成
21
年
４
月
24
日
生
ま
れ

「
優
し
い
子
に
な
っ
て
ね
」

八
木 

百ゆ

り

か
合
花
ち
ゃ
ん（
佐
間
）

父
・
淳
さ
ん　

母
・
梨
花
さ
ん

平
成
21
年
４
月
10
日
生
ま
れ

「
純
真
無
垢
な
百
合
の
花
の
よ
う
に
」

新
井　

龍り
ょ
う
ま馬

ち
ゃ
ん（
持
田
）

父
・
正
俊
さ
ん　

母
・
真
紀
さ
ん

平
成
21
年
４
月
１
日
生
ま
れ

「
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」

長野ハーモニカクラブ
～懐かしく温かい音色を奏でる～

さわやか
サークル
さわやか
サークル

○4月30日(金)までに電話またはＥメー
ルで広報広聴課広報広聴
担当(内線318) ※応募
要領は市ホームページを
ご覧ください。

○応募者多数の場合は、5月6日(木)午
後1時30分から市役所203会議室で公
開抽選を行います。

平成21年6月生まれの
お子さんを募集します
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広告

▼
日
時　

４
月
17
日
㈯
午
後
２
時
～

９
時　

▼
場
所　

公
園
通
り
（
市
役

所
前
～
水
城
公
園
） 
▼
内
容　

春
の

植
木
市
、
片
原
手
お
ど
り
、
新
・
行

田
音
頭
、
さ
さ
ら
獅
子
舞
の
披
露
な

ど　

▼
問
い
合
わ
せ　

行
田
市
観
光

協
会
（
商
工
観
光
課
内
・
内
線

３
８
２
）

▼
日
時　

５
月
４
日
㈫
午
前
10
時
～

午
後
８
時　

▼
場
所　

さ
き
た
ま
古

墳
公
園　

▼
内
容　

採
火
行
列
、
輦れ
ん

台
行
列
、
古
代
住
居
炎
上
、
御
神
火

降
り
、
花
火
打
ち
上
げ
、
市
内
う
ま

い
も
の
店
ほ
か　

▼
そ
の
他　

25
周

年
を
記
念
し
て
、
コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ

姫
、
ニ
ニ
ギ
ノ
命
が
新
た
な
衣
装
で

お
目
見
え
し
ま
す
。
古
代
蓮
の
里
、

小
針
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
シ
ョ
ー

ワ
埼
玉
第
２
工
場
か
ら
会
場
ま
で
バ

ス
送
迎
有
り
。 

▼
問
い
合
わ
せ 

さ
き
た
ま
火
祭
り
実
行
委
員
会
事
務

局
（
埼
玉
公
民
館
内
）
☎
５
５
９―

０
０
４
７

▼
日
時　

５
月
30
日
㈰
午
後
１
時
30

分
～
４
時　

▼
場
所　
「
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ

ぎ
ょ
う
だ
」
２
階
学
習
室　

▼
対
象 

市
内
外
を
問
わ
ず
結
婚
を
希
望
す
る

25
歳
～
49
歳
の
独
身
の
方　

▼
定
員 

男
女
各
20
人　

▼
参
加
費　

３
０
０

円
（
当
日
徴
収
。
ビ
ン
ゴ
を
行
い
ま

す
の
で
、
１
人
１
千
円
程
度
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
当
日
ご
用
意
く
だ
さ
い
） 

▼
申
し
込
み　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
、
趣
味
・
特
技
、
自
己
Ｐ
Ｒ

を
記
入
し
た
も
の
（
様
式
自
由
）
と

80
円
切
手
１
枚
を
同
封
の
う
え
、
５

月
６
日
㈭
～
21
日
㈮
に
生
活
課
へ
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
（
消
印
有
効
）。

（
〒
３
６
１―
８
６
０
１
行
田
市
本

丸
２―

５
） 

▼
そ
の
他　

申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
、
結
果
は

後
日
通
知
し
ま
す
。
な
お
、
申
込
状

況
に
よ
り
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
電
話
予
約
は
行
い
ま
せ
ん
。 

▼
問
い
合
わ
せ　

同
課
（
内
線

２
５
２
）

▼
日
時　

４
月
20
日
㈫
午
後
２
時
開

会　

▼
場
所　

商
工
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル　

▼
内
容　

侵
入
盗
対
策
の
ビ
デ

オ
上
映
・
防
犯
講
話
、
振
り
込
め
詐

欺
被
害
防
止
寸
劇
な
ど　

▼
入
場
無

料　

▼
主
催　

行
田
市
防
犯
協
会
、

行
田
市
、
行
田
警
察
署　

▼
問
い
合

わ
せ　

防
災
安
全
課
（
内
線
２
８
３
）

ま
た
は
行
田
市
防
犯
協
会
☎
５
５
３

―

３
５
３
１

▼
期
日　

５
月
15
日
㈯
※
雨
天
決
行 

▼
場
所　

東
京
都
奥
多
摩
明
治
の
森

高
尾
国
定
公
園
「
高
尾
山
」 

▼
対
象 

市
内
在
住
・
在
勤
で
小
学
生
以
上
の

方
※
小
・
中
学
生
は
保
護
者
ま
た
は

責
任
者
（
成
人
の
方
）
の
同
伴
が
必

要　

▼
定
員　

90
人
（
先
着
順
） 

▼

参
加
費　

大
人
２
千
円
、
小
・
中
学

生
１
千
円
（
バ
ス
代
、
保
険
料
） 

▼

申
し
込
み　

４
月
18
日
㈰
午
前
９
時

～
正
午
に
直
接
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
産
業
文
化
会
館
３
階
）
※
１
人
に

つ
き
３
人
分
ま
で
申
し
込
み
可　

▼

問
い
合
わ
せ　

同
課
☎
５
５
６―

８
３
３
６

　
「
公
園
に
ホ
タ
ル
が
飛
び
交
い
、

す
み
つ
く
場
所
に
し
た
い
」
と
、
ヘ

イ
ケ
ボ
タ
ル
の
幼
虫
を
放
流
し
て
い

る
古
代
蓮
の
里
ホ
タ
ル
の
会
で
は
、

ホ
タ
ル
飼
育
地
で
あ
る
ホ
タ
ル
の
川

の
除
草
と
清
掃
作
業
を
行
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

５
月
８
日
㈯
午
前
９
時
～

11
時
※
雨
天
の
場
合
は
９
日
㈰　

▼

場
所　

古
代
蓮
の
里
ホ
タ
ル
の
川 

▼
問
い
合
わ
せ　

同
会
事
務
局
（
ま

ち
づ
く
り
推
進
課
内
・
内
線
３
５
３
）

▼
日
時　

４
月
11
日
㈰
午
前
10
時 

▼
場
所　

南
河
原
公
民
館
ホ
ー
ル 

▼
内
容　

市
内
各
地
で
撮
影
し
た 

四
季
を
ま
と
め
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
上
映 

▼
入
場
無
料　

▼
主
催　

星
川
の

自
然
と
キ

タ
ミ
ソ
ウ

を
守
る
会  

▼
問
い
合

わ
せ　

同

会
松
村
☎

５
５
９―

３
０
１
０

▼
活
動
内
容　

生
涯
学
習
情
報
紙

「
蓮
櫓
」
の
編
集
・
発
行
（
９
月
・

３
月
の
年
２
回
を
予
定)

※
１
号
当

た
り
６
回
～
10
回
程
度
の
編
集
会
議

(

取
材
を
含
む)

を
開
催　

▼
報
酬 

交
通
費
程
度
の
謝
金
を
支
給　

▼
申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

４
月
30
日

㈮
ま
で
に
ひ
と
つ
く
り
支
援
課
☎

５
５
６―
８
３
１
９

 

行
田
春
ま
つ
り

 「
行
田
の
自
然
」
上
映
会
・

キ
タ
ミ
ソ
ウ
の
観
察
会

生
涯
学
習
情
報
紙
「
蓮
櫓
」

編
集
委
員
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

第
25
回
さ
き
た
ま
火
祭
り

 

行
田
市
防
犯
の
集
い

第
７
回
で
あ
い
の
つ
ど
い

い
き
い
き
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

古
代
蓮
の
里
ホ
タ
ル
の
川
の

除
草
・
清
掃
活
動



回
）・
上
級
（
２
回
）
の
教
室
も
あ

り　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

同
法
人
☎
５
５
６―

９
９
８
８
（
月

曜
日
を
除
く
午
前
10
時
～
午
後
３

時
）ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

xn--v6
t9

3
w

i6
uktk.biz/

）

▼
日
時　

４
月
24
日
㈯
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分　

▼
場
所　

視
聴
覚

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
映
像
ホ
ー
ル
（「
み

ら
い
」
内
） 

▼
内
容　
「
よ
く
わ
か

る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
ほ
か
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上

映
と
市
の
環
境
に
対
す
る
取
り
組
み 

▼
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

▼
日
時　

５
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰
午

前
10
時
～
午
後
４
時
（
16
日
は
午
後

３
時
ま
で
）
※
雨
天
決
行　

▼
集
合

場
所　

足
袋
蔵
ま
ち
づ
く
り
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム　

▼
参
加
費　

大
人
２
０
０

円
、
小
学
生
１
０
０
円
※
着
物
で
参

加
の
方
は
無
料　

▼
特
典　

足
袋
と

く
ら
し
の
博
物
館
の
入
館
お
よ
び
ボ

ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
乗
車
が
無
料
。
着
物

で
参
加
の
方
に
は
「
Ｍ
ｙ
足
袋
づ
く

り
体
験
」
１
千
円
割
引
券
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
。
▼
そ
の
他　

１
日
の
み
ま
た

は
２
日
間
の
参
加
も
可
。 

▼
主
催 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ぎ
ょ
う
だ
足
袋
蔵

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

▼
問
い
合
わ
せ 

同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
☎
０
９
０―

８
７
２
６―

４
９
６
２

▼
日
時　

５
月
22
日
㈯
午
後
２
時
30

分　

▼
場
所　

忠
次
郎
蔵　

▼
内
容 

一
人
で
そ
ば
が
打
て
る
よ
う
に
な

り
、
卒
業
生
は
蔵
内
に
名
前
が
掲
載

さ
れ
ま
す
。 

▼
定
員　

18
人
（
先

着
順
） 
▼
費
用　

１
千
円　

▼
持
ち

物　

三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン　

▼
主
催 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
忠
次
郎
蔵　

▼
そ
の
他 

希
望
者
に
は
引
き
続
き
中
級
（
２

の
方　

▼
定
員　

80
人
（
先
着
順
） 

▼
参
加
無
料　

▼
主
催　

行
田
環
境

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム　

▼
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ　

中
村
☎
０
９
０―

１
７
７
８―

４
０
６
２

▼
日
時　

５
月
９
日
㈰
午
前
10
時
開

演　

▼
場
所　

産
業
文
化
会
館　

▼

入
場
無
料　

▼
主
催　

行
田
市
民
謡

協
会　

▼
後
援　

行
田
市
、
行
田
市

社
会
福
祉
協
議
会　

▼
協
賛　

行
田

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
株
式
会
社　

▼
問

い
合
わ
せ　

同
協
会
岩
崎
宅
☎

５
５
６―

３
９
４
６

広告
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忠
次
郎
蔵

「
そ
ば
打
ち
教
室
」
初
級

行
田
環
境
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

第
５
回
公
開
学
習
会

第
35
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー

津
軽
三
味
線　

民
謡
と
舞
踊
の
祭
典

第
６
回
蔵
め
ぐ
り
ま
ち
あ
る
き

―
蔵
め
ぐ
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
２
０
１
０―

▶題
　「葉」※「若

わか

葉
ば

」「落
らくえふ

葉」「葉
えふりょくそ

緑素」のように「葉」の文字の入っ
た熟語を使用してもよい。

▶詠進要領
①お題を詠み込んだ自作の短歌で一人一首とし、未発表の

ものに限る。
②書式は、半紙（習字用）を横長に用い、右半分にお題と

短歌、左半分に郵便番号、住所、電話番号、氏名（本名、
ふりがな）、生年月日、職業（なるべく具体的に）を縦
書きで記入。（無職の場合は、「無職」と書き、以前に職
業に就いたことがある場合は、なるべく元の職業を書く
こと。なお、主婦の場合は、「主婦」と書いてもよい）

③用紙は半紙とし、毛筆で自書すること。ただし、海外か
ら詠進する場合は、用紙は随意（半紙サイズ24cm×
33cmの横長）とし、毛筆でなくてもよい。

④病気または身体障害のため毛筆で自書することができな
い場合は次のようにできる。
○代筆（墨書）による。代筆の理由、代筆者の住所と氏

名を別紙に書いて、詠進歌に添えること。
○本人がワープロやパソコンなどを使用して印字する。

この場合、これらの機器を使用した理由を別紙に書い
て詠進歌に添えること。

○視覚障害の方は、点字で詠進してもよい
▶注意事項　次の場合は失格となる。

○題を詠み込んでいない場合
○短歌の定型でない場合
○用紙が縦長の場合
○一人で２首以上詠進した場合
○毛筆でない場合
○すでに発表された短歌と同一または著しく類似した短歌

である場合
○歌会始の行われる以前に、新聞、雑誌、その他の出版物、

年賀状などにより発表した場合
○④に記した代筆の理由書を添えた場合を除き、同筆と認

められる場合
○住所、氏名、生年月日、職業を書いてない場合や、その

他詠進要領によらない場合
▶応募期間　９月30日(木)まで（当日消印有効）
▶申し込み　〒１００―８１１１　宮内庁（封筒に「詠進歌」

と書き添える）
▶問い合わせ　郵便番号、住所、氏名を書き、返信用切手

をはった封筒を添えて９月20日(月)までに、宮内庁式
部職へ郵送。また、宮内庁ホームページ（http://www.
kunaicho.go.jp）を参照のこと。

平成23年 歌会始の詠進歌



催し・募集

演　

▼
場
所　
「
み
ら
い
」文
化
ホ
ー

ル　

▼
内
容　

筝
、
十
七
絃
、
三
絃
、

尺
八
、
胡
弓
に
よ
る
古
曲
・
宮
城
道

雄
作
品
の
演
奏　

▼
入
場
無
料　

▼

主
催　

筝
愛
好
会
「
な
ご
み
」　

▼

後
援　

行
田
市
教
育
委
員
会　

▼
問

い
合
わ
せ　

広
世
宅
☎
５
５
４―

５
８
４
３

▼
日
時　

５
月
30
日
㈰
午
後
１
時
～

５
時　

▼
場
所　

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー

ナ
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ　

▼
バ
ン
ド　

ク

リ
ス
タ
ル
ナ
イ
ト　

▼
参
加
費 

１
千
円　

▼
主
催　

行
田
市
ソ
シ
ア

ル
ダ
ン
ス
連
盟　

▼
後
援　

埼
玉
県

ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
協
会
、
行
田
市
教

育
委
員
会
、
行
田
市
体
育
協
会　

▼

問
い
合
わ
せ　

島
崎
宅
☎
５
５
４―

３
６
７
３

▼
日
時　

５
月
２
日
～
７
月
18
日
の

毎
週
日
曜
日
午
前
10
時
～
正
午　

▼

場
所　

総
合
公
園
弓
道
場　

▼
対
象 

市
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
～
60
歳
の

方　

▼
定
員　

15
人　

▼
費
用 

３
千
５
０
０
円　

▼
主
催　

行
田
市

弓
道
連
盟　

▼
申
し
込
み　

４
月
24

日
㈯
・
25
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～
４

時
に
総
合
公
園
弓
道
場　

▼
問
い
合

わ
せ　

同
連
盟
林
宅
☎
５
５
４―

０
９
７
５

▼
活
動
日
時　

毎
週
日
曜
日
午
後
２

時
30
分
～
４
時
30
分　

▼
場
所　

東

小
学
校
体
育
館　

▼
対
象　

小
学
１

年
生
以
上　

▼
費
用　

月
額
７
５
０

円　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

４
月
30
日
㈮
ま
で
に
高
澤
宅
☎

５
５
６―

５
８
７
８

▼
日
時　

６
月
23
日
㈬
午
後
１
時
30

分
～
４
時
30
分　

▼
場
所　

総
合
福

祉
会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」 

▼
内
容 

子
ど
も
の
病
気
と
看
護
の
仕
方
、
子

ど
も
の
け
が
の
手
当　

▼
定
員　

10

人
（
先
着
順
） 

▼
費
用　

３
０
０
円

（
教
材
費
） 

▼
主
催　

日
本
赤
十
字

社
埼
玉
県
支
部　

▼
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ　

５
月
10
日
㈪
午
前
９
時

か
ら
行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎

５
５
７―

５
４
０
０

▼
日
時　

５
月
１
日
㈯
～
３
日
㈪
午

前
９
時
～
午
後
５
時
（
３
日
は
午
後

４
時
30
分
ま
で
） 

▼
場
所　

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ
ギ
ャ
ラ

リ
ー　

▼
入
場
無
料　

▼
問
い
合
わ

せ　

行
田
山
草
会
田
島
宅
☎
５
５
６

―

８
４
４
８

▼
日
時　

５
月
30
日
㈰
午
前
10
時
～

11
時
、
午
後
１
時
～
２
時
、
午
後
３

時
～
４
時　

▼
場
所　

さ
い
た
ま
水

族
館　

▼
内
容　

食
虫
植
物
ム
ジ
ナ

モ
の
育
て
方
を
学
ぶ
。 

▼
定
員 

１
０
０
組
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
） 

▼
入
館
料　

大
人
４
０
０

円
、
小
人
１
０
０
円　

▼
そ
の
他 

参
加
者
に
は
ム
ジ
ナ
モ
の
株
を
配

布
。
10
月
24
日
㈰
に
自
生
地
へ
放
流

す
る
予
定
。 

▼
申
し
込
み　

５
月

19
日
㈬
ま
で
に
往
復
は
が
き
の
往
信

裏
面
に
教
室
名
、
住
所
、
参
加
人
数
、

希
望
時
間
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明

記
し
、さ
い
た
ま
水
族
館（
〒
３
４
８

―

０
０
１
１
羽
生
市
三
田
ヶ
谷

７
５
１―

１
） 

▼
問
い
合
わ
せ　

同

館
☎
５
６
５―

１
０
１
０

▼
日
時　

８
月
８
日
㈰
～
11
日
㈬ 

▼
内
容　

長
崎
原
爆
犠
牲
者
慰
霊
平

和
祈
念
式
典
へ
の
参
加
、
長
崎
市
長

表
敬
、
被
爆
遺
構
巡
り
な
ど
を
通
し

て
被
爆
地
の
様
子
や
被
爆
者
を
取
材

し
ま
す
。 

▼
募
集
人
数　

全
国
か

ら
18
人
（
小
学
生
１
人
と
そ
の
保
護

者
１
人
の
９
組
）
※
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選　

▼
参
加
費
補
助　

交

通
費
、
宿
泊
代
、
１
組
あ
た
り
の
取

材
経
費
１
万
円　

▼
申
し
込
み　

は

が
き
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
①
住
所
②

参
加
者
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
性
別

③
小
学
生
の
学
校
名
・
学
年
④
電

話
番
号
⑤
保
護
者
氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
性
別
・
押
印
（
は
が
き
の
場
合
）

⑥
平
和
を
願
う
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
明
記
の
う
え
、
日
本
非
核
宣
言

自
治
体
協
議
会
事
務
局
（
長
崎
市

平
和
推
進
課
内
）【
は
が
き
】

〒
８
５
２―

８
１
１
７
長
崎
市
平

野
町
７―

８
【
Ｅ
メ
ー
ル
】info@

nucfreejapan.com

　

▼
問
い

合
わ
せ　

同
協
議
会
事
務
局
☎

０
９
５―

８
４
４―

９
９
２
３

▼
日
時　

４
月
25
日
㈰
午
後
１
時
開

24
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親
子
記
者
事
業
参
加
者

 

行
田
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員

  

赤
十
字
幼
児
安
全
法講習

会

 

春
の
山
草
展

ム
ジ
ナ
モ
の
育
て
方
教
室

 

筝
曲
演
奏
会

 

初
心
者
弓
道
教
室

《住民基本台帳人口》
人口86,365人　　男43,017人　　女43,348人　　世帯数32,400世帯
2月中の異動　出生33人　転入等177人　死亡71人　転出等212人

行田市の人口と世帯
（平成 22 年 3 月 1 日現在）

 

恒
例 

春
の
舞
踏
大
会



▼
日
時　

５
月
９
日
㈰
午
後
１
時
30

分
開
演　

▼
場
所　
「
み
ら
い
」
文

化
ホ
ー
ル　

▼
テ
ー
マ　
「
あ
り
が

と
う
」
の
一
言
が
家
庭
を
変
え
る 

▼
講
師　

中
西
浩
さ
ん
（
㈳
倫
理
研

究
所
常
任
理
事
） 

▼
チ
ケ
ッ
ト
代 

１
千
円　

▼
後
援　

行
田
市
、
行
田

市
教
育
委
員
会
、
文
部
科
学
省　

▼

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

井
野
宅

☎
５
５
３―

１
０
５
１

▼
日
時　

①
４
月
16
日
㈮
午
後
１
時

～
４
時　

②
４
月
23
日
㈮
午
後
１
時

～
４
時　

▼
場
所　

①
大
宮
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
４
階
市
民
ホ
ー
ル 

②
ホ
テ
ル
・
マ
ロ
ウ
ド
イ
ン
熊
谷（
熊

谷
市
銀
座
１―

64
） 

▼
対
象　

平
成

23
年
３
月
に
大
学
・
短
大
・
専
門
学

校
な
ど
を
卒
業
予
定
の
方
ま
た
は
１

～
３
年
以
内
の
既
卒
の
方　

▼
参
加

企
業　

①
50
社
を
予
定　

②
25
社
を

予
定　

▼
そ
の
他　

履
歴
書
複
数
持

参
、
入
退
場
自
由
、
参
加
企
業
の
求

人
な
ど
の
情
報
誌
を
来
場
者
全
員
に

配
布　

▼
問
い
合
わ
せ　

埼
玉
県
雇

用
対
策
協
議
会
☎
０
４
８―

６
４
７

―

４
１
８
５

グリーンアリーナ　いきいき＆わくわくエンジョイスポーツクラブ会員
ク　ラ　ブ　名 日　　時 場　　所 内　　　容 対　　象 会　費 申し込み・問い合わせ

①ボクササイズ
　ヒーリングクラブ

毎週金曜日の午後
7 時 30 分 ～ 8 時
30分

グリーンアリーナ
剣道場ほか ボクシングの動作を取り入れたエクサ

サイズなどを行い、脂肪燃焼を促進さ
せダイエット効果を高めます。

18歳以上の方

月額
2,000 円

直接または電話でグ
リーンアリーナ。
※先着順（定員にな

り次第、入会待ち
としての受付に変
更となります）

☎ 553 － 3377

②ＳＡファイトクラブ 毎週土曜日の午前
10時～11時

グリーンアリーナ
剣道場ほか

月額
2,000 円

③ピラティスクラブ
毎週土曜日の午前
11時10分～午後
0時10分

グリーンアリーナ
柔道場ほか

バレエやヨガの要素を取り入れたエク
ササイズであるピラティスを行い、柔
軟性や筋力、バランスなどを養うこと
で、美容や肩こり・腰痛などの改善に
役立てます。

月額
3,000 円

25
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家
庭
倫
理
講
演
会

求
人
企
業
合
同
面
接
会

　

期
間
中
、
古
代
蓮
会
館
に
入
館

し
て
い
た
だ
い
た
小
・
中
学
生
を

対
象
と
し
た
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を

開
催
し
ま
す
。
※
入
館
料
２
０
０

円
が
必
要

▼
期
間　

５
月
１
日
㈯
～
５
日
㈬

の
５
日
間　

▼
そ
の
他　

景
品
が

無
く
な
り
次
第
終
了
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

▼
勤
務
時
間　
【
月
～
金
曜
日
】

午
後
５
時
30
分
ま
た
は
午
後
６
時

30
分
～
９
時　
【
土
・
日
曜
日
、

祝
日
】
午
前
８
時
30
分
～
午
後
９

時
30
分
の
う
ち
４
～
８
時
間
程
度 

▼
募
集
人
数　

若
干
名　

▼
対
象 

高
校
生
ま
た
は
高
校
生
に
該
当
す

る
年
齢
以
上
の
方
※
試
用
期
間

(

２
月
間)
あ
り　

▼
時
給　

高

校
生
７
５
０
円
以
上
、
一
般

８
０
０
円(

試
用
期
間
は
７
５
０

円) 

▼
申
し
込
み　

履
歴
書(

写

真
貼
付)

を
市
民
プ
ー
ル
窓
口
へ

持
参　

▼
選
考
方
法　

面
接
試
験

(

４
月
下
旬
ご
ろ
実
施
予
定) 

▼

問
い
合
わ
せ　

市
民
プ
ー
ル
☎

５
５
５―

２
４
５
５

　

展
示
室
の
ジ
オ
ラ
マ
や
蓮
の
シ

ア
タ
ー
、
展
望
室
か
ら
の
パ
ノ
ラ

マ
を
こ
の
機
会
に
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。
そ
の
他
、
ア
ニ
メ
上
映
会

「
宮
沢
賢
治
原
作
ア
ニ
メ
シ
リ
ー

ズ
・
双
子
の
星
」
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時　

４
月
22
日
㈭
午
前
９
時

～
午
後
９
時
（
入
館
受
付
は
午
後

８
時
30
分
ま
で
） 

▼
そ
の
他　

露

店
市
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
う

ど
ん
店
の
営
業
時
間
を
午
後
３
時

ま
で
延
長
し
ま
す
。

行田市産業・文化・
スポーツいきいき財団

（財）

産業文化会館 商工センター 古代蓮会館 グリーンアリーナ

申し込み・問い合わせ

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

古
代
蓮
会
館
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

記
念
日
無
料
開
放

古
代
蓮
の
里

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
催

 

市
民
プ
ー
ル

監
視
・
施
設
管
理
ス
タ
ッ
フ



G
y

o
d

a
 C

it
y

 P
u

b
lic

 R
e

la
t

io
n

s
G

y
o

d
a

 C
it

y
 P

u
b

lic
 R

e
la

t
io

n
s

　

今
回
紹
介
す
る
近
代
化
遺
産
は
、
前
谷
経
由
吹
上

駅
行
の
バ
ス
が
通
る
大
正
新
道
に
面
し
た
城
南
11―

６
に
所
在
す
る
旧
島
田
医
院
の
診
療
所
兼
住
宅
で
す
。

　

こ
の
建
物
を
建
設
し
た
島
田
桂
は
、
昭
和
２
年

（
１
９
２
７
）
に
現
在
の
城
南
11―
３
の
場
所
で
内

科
・
外
科
医
院
を
開
業
し
ま
し
た
が
、
昭
和
６
年

（
１
９
３
１
）
に
現
在
の
場
所
へ
転
居
し
、
こ
の
診

療
所
兼
住
宅
を
建
設
し
て
い
ま
す
。

　

忍
町
で
は
大
正
３
年
（
１
９
１
４
）
～
９
年

（
１
９
２
０
）
に
か
け
て
大
正
天
皇
即
位
記
念
事
業
と

し
て
道
路
整
備
が
進
め
ら
れ
、
そ
の
一
環
と
し
て
現

在
の
城
南
か
ら
矢
場
に
至
る
大
正
新
道
が
整
備
さ
れ

ま
し
た
。
旧
忍
城
の
城
郭

を
南
北
に
貫
く
こ
の
新
道

の
沿
線
は
、
道
路
整
備
が

終
わ
る
と
再
開
発
が
始
ま

り
、
そ
れ
と
と
も
に
人
の

往
来
も
増
加
し
て
い
っ
た
よ

う
で
す
。
島
田
桂
は
、
お

そ
ら
く
そ
う
し
た
状
況
に

目
を
付
け
て
新
道
沿
い
に

医
院
を
開
業
し
、
資
金
を

蓄
え
た
後
に
、
人
目
を
引

く
ハ
イ
カ
ラ
な
こ
の
診
療
所

兼
住
宅
を
建
設
し
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

木
造
洋
風
下
見
板
張
り

２
階
建
て
の
建
物
は
、
道

路
沿
い
の
間
口
6.5
間
、
奥
行
3.5
間
の
診
療
所
部
分
と
、

西
奥
の
間
口
5.6
間
、
奥
行
５
間
の
住
宅
部
分
が
接
合

し
た
ス
タ
イ
ル
で
、
屋
根
の
形
状
も
診
療
所
部
分
が

寄
棟
造
り
、
住
宅
部
分
が
切
り
妻
造
り
と
異
な
っ
て

い
ま
す
。
診
療
所
部
分
は
、
診
察
室
、
手
術
室
、
薬

局
な
ど
が
あ
っ
た
南
側
だ
け
が
２
階
建
て
に
な
っ
て

お
り
、
玄
関
、
待
合
室
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
室
、
安
静
室

な
ど
が
あ
っ
た
北
側
は
、
北
壁
が
全
面
的
に
モ
ル
タ

ル
塗
り
に
な
る
な
ど
、
南
北
で
雰
囲
気
が
大
き
く
異

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
一
つ
の
建
物
で
あ
り

な
が
ら
３
つ
の
異
な
っ
た
ス
タ
イ
ル
を
持
ち
、
な
お

か
つ
そ
れ
が
調
和
し
て
モ
ダ
ン
な
洋
風
建
築
に
仕
上

が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
こ
の
建

物
の
魅
力
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

ま
す
。
屋
根
に
設
置
さ
れ
た
避
雷

針
も
良
い
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
っ
て

お
り
、
昭
和
初
期
の
行
田
を
代
表

す
る
病
院
建
物
と
い
え
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

残
念
な
が
ら
島
田
医
院
は
平

成
15
年
11
月
に
廃
業
し
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
平
成
に
入
っ
て
屋
根

瓦
を
葺
き
替
え
た
際
に
旧
来
通
り

の
瓦
を
使
う
な
ど
、
良
好
な
状
態

が
保
た
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
永
く
こ
の
建
物
を
引
き
継
い
で

い
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

（
文
化
財
保
護
課　

中
島
洋
一
）

材料（２人分）
卵…２個　ホウレンソウ…50g　かに風味かまぼこ…２本　きのこ類…60g 
カットわかめ…1g　花麩…２個　Ａ【即席お吸い物…１袋、湯…160ml（または和
風顆

かりゅう

粒だし…小さじ１／２、塩…小さじ１／６、湯…160ml）】

作り方
①カットわかめ・花麩はそれぞれ水で戻す。ホウレンソウはゆでて２cmに切る。

きのこは洗って小房に分ける。かに風味かまぼこは半分に切る。
②耐熱性の器に①を盛り、中央に卵を割り入れ、そっとＡを注ぐ。
③卵黄にようじで数カ所穴を開ける。ラップをして電子レンジ弱（約200W）で

１個につき約２分30秒加熱する。

栄養成分（１人分）
エネルギー 109kcal　たんぱく質 10.2g　脂質 6.1g　炭水化
物 4.3g　食塩相当量 1.3g　鉄 1.7mg　ビタミンＡ 174µg

（社）埼玉県栄養士会　行田・羽生の会

■市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
　ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。

■市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■市報をカセットテープに録音したものを希望者宅にお届けします。
　ご希望の方は、広報広聴課広報 
　広聴担当（内線318）までご連絡
　ください。
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環境にやさしい大豆油インキ

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

　卵は良質のたんぱく質を含みます。卵黄には皮膚や粘膜の抵抗力を高めるビタミンＡ、
血行を良くするビタミンＥ、貧血を予防する鉄なども含まれています。健康な方は１日１個、
コレステロール値の高い方は２～３日に１個程度召し上がるのがよいでしょう。買い置きの
食材と即席のお吸い物を利用して手軽に作れて、主菜と汁物代わりになる料理です。

　２月22日、利根大堰下流で、市と(独)水資源機構利根導水総合事業所の共催
によるサケ稚魚放流会が行われました。
　今年で３回目となるこの催しには、星宮小学校３・４年生36人の児童が参加。
同事業所や自らがふ化させ育てたサケの稚魚を「大きな魚に食べられないで、必
ず戻ってきてね」などと声を掛けながら楽しそうに放流しました。

旧島田医院
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